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はじめに 

 

 2020 年 4 月の「緊急事態宣言」発出後、新型コロナウイルス感染対策をしながら教

育活動を展開した三年間でした。これまで当たり前のように実施していた様々な行事

等の取り組みを一から見直す良い機会であったと思います。さらに、学校は単なる学

習保障の場だけでなく、日々の生活体験を通して社会性や感受性などを育む場所、何

より精神的な安心を保障される場所であることが、社会的に認められることになりま

した。ここ二年間の経験を踏まえ、今年度は各学校創意工夫をしての教育活動を進め

て頂きました。 

本市では、2020 年度『尼崎市教育振興基本計画』がスタートし、「確かな学力の保証」

と「授業改善」に取り組みました。そして『尼崎市版ＧＩＧＡスクール構想』実現の

為、ICT 環境を整えました。その機器を活用しつつ「主体的・対話的で深い学び」の学

習指導を進め、新しい授業や行事の形を創り上げ、活動の幅や質が深まるきっかけに

もなりました。 

教育総合センターでは、中央教育審議会での『令和の日本型学校教育』で示された、

全ての子供達の可能性を引き出す「個別最適な学び」と「協働的な学び」の実現に向

けて、今後もより効果的な研修を実施し学校支援に努めてまいります。 

 

さて、今年度は「エビデンスに基づく教育実践研究部会」「ICT 活用推進部会」「探究

的な学習研究部会」「体力向上研究部会」の４つの研究部会で研究活動をしてまいりま

した。各部会それぞれテーマは違いますが、そこに共通するのは、子供達の主体的な

学びをどのようにつくりあげていくかを、真剣に追求しようとした参加者の積極的な

姿勢です。研究成果をまとめたこの報告書を多くの方々にご高覧いただき、各校での

教育実践にお役立ていただければ幸いです。 

最後になりましたが、研究を進めるにあたり、ご多忙にもかかわらずご指導いただ

きました講師の先生方、熱心に取り組んでいただいた研究員の皆様、そしてご協力い

ただきました全ての方々に深く感謝申し上げます。 

 

 令和５年３月 

尼崎市立教育総合センター  

所長 北 垣  裕 之 
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エビデンスに基づく教育実践研究部会 

 

学力調査結果の分析・活用 

－ 各学校における授業改善や学力向上の取組の充実を目指して － 

 

 

学び支援課  係長  日野 祐甫 

学び支援課  指導主事  水本 美穂 

 

 

 

 

【内容の要約】 

  本部会は、市内の全小学校４１校・中学校１７校から推薦された教員が、平成３０

年度より開始された「あまっ子ステップ・アップ調査」等の結果の分析を中心に、自

校の学力を向上させるための取組を検証し、改善させる方法を見出すことを目的とす

る。 

  具体的には、年度の初めに「あまっ子ステップ・アップ調査」等の趣旨や分析結果

から自校の課題をもとにして取組を計画し【Ｐ】、１年間、自校の取組を実践【Ｄ】、 

１２月と１月に今年度の調査を受検【Ｃ】、研究者の知見や他校の実践紹介を参考

に、今年度の調査結果を踏まえて１年間の取組を振り返り次年度への改善につなげる

【Ａ】といった連続研修を行う。このように年間を通して効果的な検証改善サイクル

を確立するための実践的な研究の場を提供することで、各学校での学力向上に向けた

取組の改善を図る。 

 

キーワード：あまっ子ステップ・アップ調査、検証改善サイクル、学力向上 
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１ はじめに 

 本市の教育において学力向上は最重要課題の一つであり、これまでも児童生徒の学力の

実態を把握し、新たな教育施策につなげるため、「学力・生活実態調査」を平成１６年度

から２４年度までは毎年、平成２５年度からは３年に１度実施してきた。教育委員会では、

その結果を分析し、様々な学力向上施策に取り組んできたこともあり、本市の小・中学校

とも学力は概ね全国レベルとなり、一定の成果が見られたところである。 

 これらの成果を踏まえ、平成３０年度より実施している「あまっ子ステップ・アップ調

査」は、更なる学力向上に向けた方策として、小中学校の９年間を通して、子ども達の学

力や学習状況を把握し、その充実や改善を図るために行うものである。具体的には、毎年

冬季に実施することで、当該年度の学習の定着度や課題を把握し、児童生徒一人ひとりに

応じたきめ細かな指導の充実や学習状況の改善を図ることにより、全体の学力向上につな

げていく。あわせて、教員の指導力・授業力の向上のために、当該年度中に自身の指導を

振り返り、次年度の授業内容に反映させていくことで、学力も含めた子ども達の総合的な

力を高めていくことを目的としている。この目的を遂行するため、各学校では「あまっ子

ステップ・アップ調査」等の結果を分析・活用し、以下の図のような検証改善サイクルを

回していく必要がある。 

 

 

図１ 「あまっ子ステップ・アップ調査」等における１年間を通した検証改善サイクル 

 

 そこで、本部会では、市内の全小学校４１校・中学校１７校から推薦された教員が、図

１のような検証改善サイクルに基づいた取組を検証し、改善させる方法を見出すことがで

きるよう研修を実施し、研究を進めることとした。 
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２ 研究の計画 

(１) 部員の選定方法 

エビデンスに基づく教育実践研究部会は、４月初旬に全小・中学校から１名（教諭ま

たは主幹教諭）の推薦を依頼して部員を決定した。推薦にあたっては、以下の２点を考

慮した。 

 

※ 原則として、各校の学力向上担当者を推薦するものとする。 

※ 各学校の実態に応じて、推薦者以外の教諭等が部会に参加することも可とする。 

 

(２) 研究の経過 

今年度の研究部会の実施は以下のとおりである。 

回 時 期 内 容 講 師 等 

１ 7/7 
説明「本研究部会の概要の確認と今後の予定」に

ついて（Zoomを利用した Web会議） 
学び支援課 指導主事 

２ 7/25 

説明・演習「Web分析システム『SYEN』の見方・

操作方法等」について 

（本研究部会員の中で、希望者のみ参加） 

ベネッセ 担当者 

大塚 晋平氏 

学び支援課 指導主事 

３ 12/5 

講演 ～ 演習 

「学力向上の成果を上げている学校の特徴」 

について 

グループ交流 

「講話をもとに考える自校の取組」について 

早稲田大学教職大学院 

教授 田中 博之 氏 

学び支援課 指導主事 

４ 
小 2/16 

中 3/2 

講演 ～ 演習 

「R4あまっ子ステップ・アップ調査からわかる 

尼崎市の様子、 

Web分析システム『SYEN』の見方・分析方法等」

について 

グループ交流 

「R4あまっ子ステップ・アップ調査から考える、 

今年度の振り返りと次年度」について 

ベネッセ 担当者 

大塚 晋平氏 

学び支援課 指導主事 

 

３ 研究の内容 

(１) 第１回 説明（令和４年７月７日） 

第１回は、本研究部会の概要と実施予定についての確認を行うため、Web 会議システ

ムにて実施した。 

実施後のアンケートでは、今年度の研究部員のほとんどが学力向上担当１～２年目の

教員で占められていることが分かった（図２）。また、昨年度の研究部会におけるアン

ケートによると、担当者以外が Web 分析システム『SYEN』を扱うことが少ないことが分

かっている。これらのことから、第２回に自校の学力等を分析するうえで必要となる

『SYEN』の見方・操作方法を学ぶ機会を設けることとした。 
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(２) 第２回 説明・演習（令和４年７月２５日） 

第２回は、希望者参加型として、Web 分析システム『SYEN』の見方・操作方法を学ぶ

研修を行った。今年であまっ子ステップ・アップ調査がスタートしてから５年目になる

が、昨年度のアンケートを見ていると、「SYEN の使い方がわからない」「初めて学力向上

担当になった」「SYEN を使ったことがない」などの声がいくつかみられた。そこで、各

校の学力向上担当として、自校を分析していく中で使用する『SYEN』の使い方を、ベネ

ッセの担当者に依頼し、演習形式で研修会を行った。58 名中 19 名の参加があり、担当

者に直接質問をしながら、それぞれが自校の分析を行った。 

●演習のポイント 

  ・全体の傾向把握（学校・学年・学級） 

  ・気になる教科の経年変化の確認 

  ・学級の４層分析（学力層別人数割合やパターン

分析）を行い、手立てを検討する。 

  ・個人結果を SYEN で確認する。 

    学級の結果や児童生徒個人の概況をみる。 

  『SYEN』の操作方法を学ぶ場として設定したため、分析

対象は担当者がイメージしやすいよう学年や教科に絞って

ワークシート（図３）に書き込みながら行った。全体の傾

向を把握した後、経年と比較したり、学力層別人数割合や

パターン判定を用いることで多角的に結果をみたりする分

析方法を学び、結果から具体的な手立てを考えるという流れ

で行った。このような流れを実際に経験することで、担当者が学校全体や学年・学級の

分析を行う際の、一助になったと考えられる。 

 

(３) 第３回 講話～演習（令和４年１２月５日） 

第３回は、講師に早稲田大学教職大学院の田中博之氏を招き、「学力向上の成果を上

げている学校の特徴」についてというテーマでご講話を頂いた。田中氏は、学力調査を

活用した専門的な課題分析に関する調査研究に携わっておられる。様々な学校への訪問

調査より明らかとなった学力向上へ繋がる実践的な取組を伺うことが、本部会の活動に

有益であると考えた。講話の後にはグループ交流の時間をとり、講話内容から自校に合

った、より具体的な手立てへ繋げるためにアウトプットする時間を設けた。 
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図２ 令和４年度研究部会員の学力向上担当歴 

図３ ワークシート 
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 講話のポイント 

  ●全国学力・学習状況調査の結果の活用 

   ・結果チャートの活用（学校運営・児童生徒） 

    学力調査の結果だけでなく、学習状況の結果を組み合わせてバランスをみる

ことができる。 

  ●ＰＩＳＡ型読解力の再評価（求められている読解力） 

   ・複数の資料を関連付けて考える。 

   ・資料の正誤を判断する。（誤った資料が含まれることがある。） 

   ・文章と、図、写真、グラフ、式などを組み合わせる。 

   ・理由や根拠を明示して活用して考える。 

   ・資料やデータを引用して説明する。 

   ・読解したことを論理的に表現（記述）する。 

  ●記述力、論述力の大切さ 

  ●「深い学び」につなげる技法 

  ●個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実 

   ・二項対立にならない。 

   ・両者のよさを生かす取組の工夫が必要。 

   ・「集団の中で個が輝く授業づくり」。 

   ・多様な教材や学習活動の構想と提供。 

 

グループ交流のポイント 

  ●講話を受けて、次の４つのポイントから自校の取組を振り返る。 

    今後も続けたい取組はなにか・発展させたい取組はなにか 

    見直し（廃止）したい取組はなにか・チャレンジしたい取組はなにか 

  グループ交流の中では、講話の中にあった「記述力、論述力の大切さ」について話題

にしているグループが多かった。帯学習の中に基礎基本の定着とともに発展的な学習と

して、考えを述べるような問題を取り入れたり、学期に１～２回程度、記述課題を取り

入れたりと、記述力や論述力を身につけるための具体的な自校の取組について話し合っ

ていた。各校で取り入れている実践の情報交換をしたり、こんなこともできるのではな

いかとアイディアを出し合ったりしているグループもあった。また講話の最後に言及さ

れた家庭学習についても、量や質に関することや放課後学習とどのように繋げていくか

等の話し合いがなされた。このように講話を聞くだけではなく、すぐに自校の現状と照

らし合わせ具体的な取組を考えることは、講話の内容をより深く理解することに繋がっ

たと考える。 

 

 

 

 

 

 図４ 第３回の講話とグループ交流の様子 
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(４) 第４回 講話～演習（小学校：令和５年２月１６日・中学校：令和５年３月２日） 

 第４回は今年度の結果を分析し次年度への取組につなげるために、SYEN 公開日より１

週間後程度に小・中と校種を分けて実施した。校種を分けることでより具体的な取組の

情報交換ができたと考えている。結果の分析にあたっては、ベネッセの担当者を招いた。

分析に入る前に、令和４年度の市全体の結果について報告をいただいた。報告の中では、

経年比較からみえることや意識調査と学力調査のバランス、意識調査のなかで特に学力

相関が高かったもの等が取り上げられた。意識調査と学力調査は両輪であり、どちらも

バランスよくすることが大切だと認識することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その後の演習では、学校全体の分析を中心に行った。結果から成果と課題を洗い出し、

今年度の振り返りとして成果につながった取組や課題に対する手立てを考えた。その後、

それらの内容をグループで交流し、次年度へつなげるための具体策について情報を交換

した。また、交流の中では、あまっ子ステップ・アップ調査の結果の共有の仕方につい

ても話題にあがっていた。他にも、市販のワークシートや新聞教材を帯学習や放課後学

習で用いていることや、児童生徒の取り組ませ方など具体的な情報があがっていた。こ

のように、各校が成果と課題を把握し、学校がどのように取り組むかを考え共有するこ

とが、次年度に向けた取組を検討していくうえで、一定の役割を果たしたと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 研究のまとめ 

 今年度の研究部会のまとめとして、校内の「あまっ子ステップ・アップ調査」結果の

活用についてアンケートを実施した。部員にアンケートを配布し回収した結果を以下に

記す。 

なお、回答数は小学校４１校中４１校（回答率…１００％）、中学校１７校中１７校

（回答率…１００％）であった。 

図５ 第４回の講話の様子 

図６ 第４回のグループ交流の様子 



６ 

 

（１）Web分析システム（SYEN）の活用と分析について 

①SYENにログインし、データを閲覧している教職員を教えてください。 

（複数回答可） 

 

 

 ②調査結果の分析を行っている教職員を教えてください。 

（複数回答可） 

 

 

 ①の結果からは、あまっ子ステップ・アップ調査の結果を閲覧している教員が、学力

向上や研究推進などの担当者だけではないことが分かる。また②の結果からは役職・担

当を超えて、様々な教員が分析していることが分かる。「あまっ子ステップ・アップ調

査」がスタートして５年が経過したが、アンケート調査の結果から、着実に調査結果の

活用が進んでいることが分かる。同アンケートでは、分析結果の共有方法についても質

問したが、プリントにまとめたり、学力向上や研究推進、職員会議等の全体の場で共有

を図っていたりと、各校の状況に合わせて共有を図っていることが分かった。 

分析を行う教員にも変化が見られた。②の結果から、分析を行っている教職員の多く

が学力向上担当であった。その担当者が、あまっ子ステップ・アップ調査の結果の成果

と課題を記したものについて、昨年度と内容を比較した（表１）。 
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 令和 3年度 

学力調査の 

結果のみ 

学力調査と 

意識調査の結果 

小学校(41校) 36校 5校 

中学校(17校) 16校 1校 

計 52校 6校 

 

 令和 4年度 

学力調査の 

結果のみ 

学力調査と 

意識調査の結果 

小学校(41校) 14校 27校 

中学校(17校) 7校 10校 

計 21校 37校 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

その結果、令和３年度は成果と課題に学力の結果についてのみ記した学校がほとんど

であったが、令和４年度は学力調査と意識調査について記した学校は、小学校４１校中

２７校（約６６％）、中学校１７校中１０校（約５９％）であった。第４回において、

学力調査と意識調査は両輪であり、どちらかが優れているのではなく、バランスが良い

ことが望ましいと認識した。これは「知識や技能と思考力・判断力・表現力や学ぶ意欲

などは本来相互にかかわりながら補強し合っていくものであり、［確かな学力］をはぐ

くむ上で、両者を総合的かつ全体的にバランスよく身に付けさせ、子どもたちの学力の

質を高めていくという視点が重要である。」iと中央教育審議会の報告でも述べられてい

る。ベネッセの担当者から、尼崎市は学力調査の結果に比べ意識調査の結果が全国より

も低い傾向にあるとの指摘を受けた。意識調査に目を向け校内の取組に取り入れること

で、学力向上へ繋がらないだろうか。次年度の手立てを各校が考える際に、この視点は

あまり含まれていなかった。意識調査の結果も含めて次年度の取組を考えることは今後

の課題である。 

 

５ 終わりに 

   本研究部会では、他校の取組を共有したり、分析手法について学んだりしてきた。そ

の結果、多くの学校があまっ子ステップ・アップ調査の結果に強い関心をもち、調査結

果の分析や活用について校内で共有している様子がうかがえた。一方で、多角的な視点

で結果を分析するために、今後も各校での分析の共有方法や、学力向上の取組について

情報交換を行い、新しい風を取り入れることも必要であると考える。 

また、意識調査の結果を分析し、活用できている学校も多くはない。意識調査の結果

から、学力との相関関係を調べ、それに合わせた取組や教員の意識を確立させることも

必要であると考える。次年度は、６回目のあまっ子ステップ・アップ調査が実施される。

本市や各校では、更に調査結果のデータが蓄積されるため、各校が行ってきた取組を見

直し、学力向上を一層図っていきたい。 

 

 

 

 
i 中央教育審議会.”初等中等教育における当面の教育課程及び指導の充実・改善方策につ

いて（答申）”.文部科学省.2003. 

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/f_03100701.htm 

（参照 2023.2.28） 

表１ あまっ子ステップ・アップ調査の結果から分かる各校の成果と課題について担当者が挙げた内容の変化 

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/f_03100701.htm


I C T 活 用 推 進 部 会 

 

【尼崎市版 GIGA スクール構想(AGS)】実現に向けての取組 

－ 尼崎市全教員のさらなる ICT 活用指導力向上を目指して － 

 

 

学校 ICT推進課 係長  山下 崇 

 

 

 

 

 

【内容の要約】 

 本部会は、【尼崎市版 GIGA スクール構想(AGS)】の実現に向けて、児童生徒 1 人 1

台の PC を活用した先導的な事例を学んだり市内の学校間で取組を共有したりすること

で、多くの教員が効果的に ICT を活用し、「指導の個別化」や「学習の個性化」の授業

スキルを身につけられるように推進していくことを目的とする。部会の進め方について

は、昨年度と同様に、担当者を１名決めて参加するのではなく、各校における「ICT 活

用推進チーム」のメンバーの一員が、その都度、任意に出席する形式とし、学校単位で

取り組むものとした。 

 具体的には、年間 6 回実施した部会のうち、大学や企業の専門家から先進的な理論や

実践についての講義を受けるほか、特定の研修日を設けず、各校の取組を共有するワー

クショップなども部会の中に盛り込み、その成果を閲覧できるホームページを立ち上げ

るなど、尼崎市全教員のさらなる ICT 活用指導力向上を図る。 

 

キーワード：尼崎市版 GIGA スクール構想(AGS)、ICT活用推進チーム、ICT活用指

導力向上 
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１ はじめに 

 「多様な子供たちを誰一人取り残すことなく、子供たち一人一人に公正に個別最適化さ

れ、資質・能力を一層確実に育成できる教育ＩＣＴ環境の実現」1を目指し、始まった GIGA

スクール構想によって、児童生徒に 1 人 1 台端末が配布されてから 2 年が経った。そうし

た中で、尼崎市でも小中学校の学習において、ICT を活用する場面が多くなってきた。そ

のことは、令和 4年度の全国学力・学習状況調査でも明らかである。 

 一方、教員の学習での ICT 活用率は、中学校において、「ほぼ毎日」と回答した教員は、

全国平均より 10％以上高いが、「週 3 回以上」や「週 1 回以上」と答えた教員を含めると、

全国平均よりもかなり下回る結果となった。このことは、ICT を使った授業を常時行う教

員と、ほとんど使用しない教員とで、学校内が 2 極化していると考えられる。小学校では、

どの層も全国平均並みではあるが、「ほぼ毎日使用している」と回答した教員は 20％程度

と中学校と比べて 10％近く低く、学習において ICTを十分に活用しているとは言い難い。 

  令和 4 年 12 月に文部科学省から発出された「学校教育情報化推進計画」2の中で設定

された 2026年度までの目標値は以下の通りである。 

 

・1 人 1台端末を授業でほぼ毎日活用している学校の割合・・・100% 

・授業において ICT を活用して指導する能力      ・・・100% 

 

 上記目標を達成するためには、すべての教員のさらなる ICT 活用指導力向上が必要であ

る。そのために、他校の取組や先進的な事例等を、本部会において各校に展開し、その内

容を昨年度から各学校で組織されている「ICT 活用推進チーム」の教員を中心に、全教員

に発信することによって、指導や校務における ICT活用を推進していくこととした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1 (リーフレット)GIGA スクール構想の実現へ(https://www.mext.go.jp/content/20200625-mxt_syoto01-

000003278_1.pdf) 
2 学校教育の情報化の推進に関する施策の方向性やロードマップを示すものとして、令和

4年 12月 26日に文部科学省が策定した。(https://www.mext.go.jp/a_menu/other/mext_02144.html) 

https://www.mext.go.jp/content/20200625-mxt_syoto01-000003278_1.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20200625-mxt_syoto01-000003278_1.pdf
https://www.mext.go.jp/a_menu/other/mext_02144.html
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２ 部会の方針 

 (１) 本部会の目的 

児童生徒 1 人 1 台の PC を活用した先導的な事例を学んだり市内の学校間で取組を共

有したりすることで、多くの教員が効果的に ICT を活用し、「指導の個別化」や「学習

の個性化」の授業スキルを身につけられるように推進していく。 

 

 (２) 本部会の進め方 

  本部会は担当者を 1 名決めて参加するのではなく、各校における「ICT 活用推進チー

ム」のメンバーが、その都度、任意に出席する形式とする。本部会において、得た知識

や他校の取組等を自校で研修等により共有し、校内の他教員に還元していく。 

 

 (３) 年間計画 

※今年度の部会は、上記計画で実施した。 

※第 1、2、6 回はオンラインでの実施。第 5 回は、オンライン上での非同期式のワークシ

ョップでの実施

回 時 期 内 容 講 師 等 

１ 6/9 

講義：授業支援アプリ「先進事例の共有①(Google)」 

・先進的に取り組んできた自治体・学校ではどのように

「Google Workspace for Education」が活用され、授業改善

や校務の効率化などに生かされているのかを学ぶ。 

Google社  

担当者 

２ 
   6/30 

   

講義：授業支援アプリ「先進事例の共有②(ロイロノート)」 

・先進的に取り組んできた自治体・学校ではどのように「ロ

イロノート・スクール」を活用した授業が行われているの

か、具体的な実践事例から学ぶ。 

ロイロ社  

担当者 

３    7/28 

講義：先進校の取組「各校のこれまでの取組」 

・尼崎市内の先進校の取り組みを共有し、2 学期からの自校

の取り組みに活かす。 

先進校教員 

指導主事  

４ 10/21 

講演：「ICTを効果的に活用した学習」 

・ICT 機器を活用した授業づくりファーストステップ、協働

学習と ICT機器の利活用などを学ぶ。 

緩利 誠  

昭和女子大学

准教授 

５ 

11月

～ 

12月 

ワーク：学校での取組の共有「学校の取組から学ぶ」 

・1、2学期に各学校で取り組んだことを振り返り、３学期の

取組に活かす。 

指導主事  

６ 

2/9 

2/16 

3/2 

ワーク＆まとめ：「ふりかえり」 

・各自が今年度の取組をふりかえり、次年度の取組につなが

る形で成果をまとめ、令和 5年度の年間計画に反映させる。 

指導主事  
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３ 部会の内容 

第 1回・第 2回 講義：授業支援アプリ(令和 4年 6月 9日・6月 30日) 

 第１回は、Google社の教育プログラム「Google Workspace for Education」から、児童

生徒及び教員が学習や校務の中で使用する代表的なアプリケーションの使い方や活用方法

について講義を受けた。第 2 回は、授業支援アプリケーション「ロイロノート・スクール」

の新機能の紹介などの講義を受けた。どちらのアプリケーションも、GIGA スクール構想が

始まった当初から尼崎市内の学校に導入されているものであり、それぞれの活用方法だけ

でなく、全国の先進校事例の紹介なども部員に共有されたため、すぐに活用できる内容で

あった。 

   

第 3回 講義：先進校の取組(令和 4年 7月 28日) 

 第 3回は、昨年度の ICT 活用推進部会の中でベストプラクティス校に選ばれた尼崎北小

学校、園田東中学校、それぞれ代表校の取組事例発表と、尼崎市の ICT活用の現状につい

て、両校の教員と学校 ICT 推進課から報告を行った。発表では、学校における ICT活用推

進チームの構成や学校のデジタル化を進めていくための方法など、実際の学校における具

体的な発表であったため、自己・自校の取組を進めていく上で、よりよい指針となった。 

 

～ 第 3回 ICT活用推進部会での様子 ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 部員への質問事項 (ワードクラウド3により分析)～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
3 ワードクラウドとは AI が選び出した重要度が高い単語を、その値の大きさに応じて示さ

れた図。(http://wordcloudjp.com/)を利用し分析している。 

http://wordcloudjp.com/
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第 4回 講演：ICTを活用した効果的な学習(令和 4年 10月 21日) 

 第 4 回は、「ICT を効果的に使用した学習について」をテーマとし、昭和女子大学 緩

利誠氏を講師に招き、講演を受けた。最新のデータをもとに、批判的思考や視点の提示の

重要性など、「主体的・対話的で深い学び」を実現するために、どのように ICT を活用す

れば良いかといった観点から、その方法を学んだ。 

 

～ 第 4回 ICT活用推進部会での様子 ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 5回 ワーク：学校での取組の共有(令和 4年 11月～12月) 

 第 5 回は、講義等の集合研修の形はとらず、「非同期」のオンラインワークショップに

よる研修とした。各校の担当教員が、本年度行った ICT 活用事例を学習系と校務系にわけ、

スライドでまとめた。職員会議のデジタル化やフォームを使用した各種アンケートのデジ

タル化など、多くの学校が実践している事例や、保護者との ICT を使用したやりとりや

Google カレンダーの利用例などもあった。昨年度の事例とともに、各校の新たな取組の参

考になるように、Googleサイトを使用して、項別にまとめ、各校に還元した。 

 

～ 各校の取組のスライド(小田北中学校、下坂部小学校)～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

※第 5回の各学校での取組事例の資料は、以下のサイトから閲覧できる。 

(市内アカウントのみで閲覧可) 

https://sites.google.com/cen.ama-net.ed.jp/r3-ict 

/%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%A0 

 

 

https://sites.google.com/cen.ama-net.ed.jp/r3-ict/%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%A0
https://sites.google.com/cen.ama-net.ed.jp/r3-ict/%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%A0
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～ AGS情報掲示板 ～ 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

第 6回 ワーク＆まとめ：今年度の振り返り(令和 5年 2月 9日、16日、3月 2日) 

 第 6回は、第 5回でまとめたスライドや資料をもとに、4～5人のグループとなって取組

事例をそれぞれ紹介し合った。これまでの部会の話し合いでは、小学校、中学校の教員を

混在したグループを作って進めていったが、それぞれに分けて話し合いをしたいといった

要望もあったため、中学校を 1日、小学校を 2日の合計 3日にわけて実施した。そして、

教員の業務負担軽減として、各校から参加できるように、オンライン会議システムを用い

て実施した。また、話し合った内容の効果がより高まるように、会議室をオンライン上で

複数に分割し、小人数ごとに話せる場を設定できる機能(ブレイクアウトルーム機能)も使

用した。部会の内容としては、グループ討議の他に、話し合った内容や次年度実施したい

内容などを各グループの代表者に発表してもらうことで、他校の実践事例を多く学ぶこと

ができ、来年度の取組に活かすためのヒントとなった。 

 

第 6回 ICT活用推進部会アジェンダ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項別まとめのページ 
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ブレイクアウトルームでの話し合いの様子 ジャムボードを使用したまとめ 

「複線化」を説明するスライド 

～ 第 6回 ICT活用推進部会での様子 ～ 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 部会のふりかえり 

 〇各学校の成果と課題 

 

 

 

 

 〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 各校の成果              図 2 各校の課題 

 

 図 1の「成果」のワードクラウド 1を見ると、「活用」「共有」「Class Room」といった

言葉が多かった。このことから、各学校の教員間で、ICT に関する情報の共有化が、Class 
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「校務」におけるデジタル化で行っている項目を選んでください。(複数選択可) 

欠席連絡 
会議でのペーパレス化 

教員間情報共有（チャット） 

教員間情報共有（クラスルーム） 
教員間情報共有（その他） 
児童生徒との情報共有 

学校からのお便りのデジタル化 

日程調整（保護者懇談等） 
アンケート（教師向け） 

アンケート（児童生徒向け） 
アンケート（保護者向け） 

日程等の共有化（教員間） 
日程等の共有化（保護者） 

日程等の共有化（児童生徒） 
研修等のオンライン化 

集会や朝会のオンライン化 
他校との交流のオンライン化 

 

Room を中心としたアプリケーションにて活発に行われていたことが予想される。また、

「Form」「カレンダー」「スペース」「チャット」など、昨年度よりも様々なアプリケー

ション名がワードクラウドにあがっており、業務改善を進めるため、各学校が、積極的に

ICT を活用していることがわかった。 

 反対に「課題」のワードクラウド(図 2)では、「活用」「個人差」「ない」といった言

葉が多い。教員間や学校間での ICT 活用の格差は、全国的な課題であるが、尼崎市内学校

においても、その意識が強いことがわかる。その対策として「研修」を挙げている学校も

ある。また、「ルール」「モラル」「徹底」といった言葉も挙げられており、学校や家庭

でどのように指導していくかを課題とした学校が多数あることや「スタディサプリ」の活

用方法なども課題として挙げられる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 3 各校の校務における取組状況 

 

 

  

 部員              管理職 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 各校の授業における取組状況 

 

  

図 3 を見ると、「会議等のペーパレス化」「アンケートのデジタル化」「集会や朝会な

どでのオンライン化」「クラスルームでの教員間の情報共有」などは、ほとんどの学校で

実施されており、今年 1 年で、校務のデジタル化は、随分と進んだといえる。一方で、

6.6% 

1.6% 

52.5％ 

39.3% 

40％ 

60％ 
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アプリの使い方 

初心者向け 

保護者を対象としたもの 

児童・生徒を対象としたもの 

管理職向け 

情報管理職向け 

校務活用するための研修 

認定教育者取得のための研修 

他校の取組内容の共有 

大学教授などの講話 

具体的な事例紹介 

使わない人への悉皆研修 

ツール推進のための研修 

研究推進と兼ねた研修 

低学年における活用事例の共有 

業務改善のための研修 

ICT活用の意義、校務改善のための研修 

 

「学校連絡のデジタル化」「保護者懇談等の日程調整のデジタル化」「Google カレンダー

等による行事等の日程の共有化」は、いずれも低い。今後、学校と家庭間で、どのように

デジタル化を進めていくかが課題である。 

 一方で、授業についてのアンケート(図 4)から「授業におけるデジタル化が進んできて

いるか」といった質問に対して、90%以上の教員が肯定的な意見であった。また、「毎日

１回以上端末を使用している」といった回答も 60%近く(1 学期末時点では、約 44%)あり、

順調に授業内のデジタル化が進んでいると考えられる。 

 

今後の取組 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

図 5 ICT 活用を推進していく上での効果的な研修内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

図 6 各校の本年度の研修回数 

 

成果と課題でも述べたように、「学校間格差」や「教員間格差」をどのようにして改善

していくかが重要となる。そのためには、校内外の研修を充実させていく。図 5 の「どの

ような研修が効果的か」といったアンケート結果を踏まえ、希望の多かった「アプリの使

い方の研修」や「校務活用するための研修」などの研修を部会での取組以外にも増やして

いく予定である。図 6から、本年度は、学校の 50%が、年に 3回以上、校内研修を行ってい

る。しかしながら、未実施である学校も少なくない。そうした学校に対して、Google やロ
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イロノートの講師を学校へ直接派遣し、校内研修を実施してもらうように働きかけたり、

指導主事が学校に直接訪問し助言や研修をする機会を増やしたりしていく。 

 

５ 終わりに 

 児童生徒に対して 1 人 1 台タブレットが導入されたことにより、児童生徒は、お互いの

意見を簡単に参照でき、学習中に何度もインプットとアウトプットを繰り返して学びの質

を深めたり、グループでの話し合いや発表といった協働的な学習を自己決定したりと、

「主体的・対話的で深い学び」の学力観を達成しやすい環境になったといえる。また、教

員は、児童生徒の考えをリアルタイムで確認し、的確に支援するといった「コーディネー

ト力」が重要になるなど、GIGA スクール構想によって求められる指導力や学習形態を変え

ていく必要性がある。 

 今年度、全 6 回の部会を通して、教員同士が数多く交流する機会を設けることができた。

6回のうち、教育総合センターを会場にして行ったのは 2回であり、1回が、非同期式のオ

ンラインワークショップ、3 回をミートによるオンライン会議システムを用いて開催した。

また、実際にアプリケーションを動かした体験的な取組を行ったり、オンライン上におい

てグループ(4～5 人)で話し合いができるようにブレイクアウトルーム機能を用いたりして、

より意味のある部会になるように心がけた。部会後、各校の取組内容の問い合わせ等もあ

り、積極的に ICTを活用していこうとする意欲も感じられた。 

 尼崎市の小中学校における ICT活用率を見ると、着実に伸びてきている。(令和４年度全

国学力・学習状況調査や年度末アンケート結果より)このことは、管理職のリーダーシッ

プのもと、各学校が自主的な取組を地道に行ってきたことに他ならない。 

 今後も引き続き、部会を通して知識や技能を得た部員から、各学校の教員に伝えてもら

うが、部員の負担軽減のために、部会以外の取組の充実も図っていく。例えば、ICT 操作

スキル別の研修回数を増やしたり、各校に講師を派遣したりすることで、より多くの教員

の ICT 活用スキルを高めていきたい。また、情報共有掲示板などを使用し、有益な情報発

信の更新頻度をあげていく予定である。部会を中心とした様々な取組によって、教員がさ

らなる ICT を活用した指導力を身に付け、未来に生きる子どもたちのため、日常的な授業

が、「主体的・対話的で深い学び」につながるよう期待する。 



 

 

 

探 究 的 な 学 習 研 究 部 会 

 

多面的・多角的な視点で物事を考える場面づくりと 

 これからの社会を見据えた資質能力の育成 

 

 

 雨宮 久仁  

研 究 員 春名 祥吾 (上坂部小) 

〃 塚本 洋一 (南武庫之荘中) 

〃 鴈  和樹 (尼崎高校) 

〃 久保田 諭 (尼崎高校) 

〃 尾之内 潤 (尼崎高校) 

 

 

【内容の要約】 

「Society5.0」や「VUCA」といった言葉に代表されるように、想像もできないような

将来が待ち構えていると予測されている。そのような社会を生き抜くために学習指導要

領前文には、「一人一人の児童生徒が、自分のよさや可能性を認識するとともに、あら

ゆる他者を価値のある存在として尊重し、多様な人々と協働しながら様々な社会的変化

を乗り越え、豊かな人生を切り開き、持続可能な社会の創り手となることができるよう

にすることが求められる」と記載されている。 

本研究部会では、そのような児童生徒を育成していくために、授業内に「変数」を取

り入れ、児童・生徒が未知の状況に直面する場面を作ることで「多様な人々と協働しな

がら課題を乗り越える」資質・能力の向上を目指す。 

また、今年度は多様な人々と触れ合う機会を作る事を目的として、地区や学年・学校

を越えた活動を取り入れる。 

 

１ 研究の目的······························································· 17 

２ 研究の方法······························································· 17 

３ 年間計画································································· 18 

４ 実践報告································································· 19 

５ 全国学力・学習状況調査より ··············································· 32 

６ 最後に ·································································· 33 

  

学校 ICT推進課 指導主事 
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１ 研究の目的 

本部会では、授業内に「変数」を取り入れ、児童・生徒の思考にゆだねる時間を

作りだすことで学習指導要領前文に記載された「自分のよさや可能性を認識すると

ともに、あらゆる他者を価値のある存在として尊重し、多様な人々と協働しながら

様々な社会的変化を乗り越え、豊かな人生を切り開き、持続可能な社会の創り手と

なることができる」ような資質・能力の向上を目指す。 

この際、小・中・高等学校の校種を越えた実践を交流し、その成果を普及すること

で、尼崎市全体で探究的な学習活動に取り組んでいくことを目指したい。 

 

２ 研究の方法 

(１) 本研究における探究的な学びへの手だて 

学習指導要領前文に記載された内容を達成するために、「多様な」状況に触れ

ることや「社会変化を乗り越える」と表現されているように課題を解決していく

体験を学習者にさせるために探究的な学びを実施する。 

探究的な学びとは、①【課題の設定】②【情報の収集】③【整理・分析】④

【まとめ・表現】を繰り返し行う活動とされている。 

④【まとめ・表現】から次の新しい課題を見つけ次の①【課題の設定】を行う

には、児童生徒が、疑問をもちやすい発問が不可欠であると考えている。本部会

では、児童生徒が疑問をもちやすい環境づくりの手法として授業内に「変数」を

取り入れることとした。 

また、公開授業等で、学習者の成果物発表を行って単元を終了させる計画が多

くみられるが、成果物発表の際に気づいた改善点や疑問点について、もう一度試

行錯誤する過程を提供することで、探究的な学びにつながると考えている。その

ため、公開授業の次時にも同じ内容を取り扱うことや、さらに深めた内容を学習

者に提示する単元構成を実施している。 

(２) 「変数」について 

本研究部会の講師である徳島大学の福井准教授は、日々の授業が探究的に変わ

っていく手法として授業内に「変数」を取り入れることを提唱されている。 

「変数」とは、児童生徒１人１人が自由に思考し、変更できる授業のありかた

であり、例として「理科実験において実験道具や利用できる実験道具の個数を自

由に選択できるようにする」「成果物として発表する場合に、劇や新聞、クイズ

など発表方法を自由にする」ことなどが考えられる。 

もし、教室内の全員が同じ意見や答えを持っている場合、それ以上に議論する

ことや、考えることは出来ないので、深まりを感じることは無いが、「変数」を

用いることで、教室内に「多様な」状況を作り出すことができ、議論や思考する

ことにつながり、深まりを感じることになると考えている。 

また、異なる他者と自分を比較していくことによって、学習指導要領前文にも

記載されている「自分のよさや可能性を確認する」場面や、「他者を価値のある

存在として尊重する」経験につながることも想定される。 

今年度は、他者と異なる意見や答えに直面する状況を作りやすくする手立てと
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して、学年や学校、地域を越えた活動を行うことにも注力した。 

 

３ 年間計画 

回 実施日 研修内容 等 

1 6月 28日(火) 

講話 

「これからの社会で求められる資質・能力と 

変数を取り入れた授業づくり」 
 

講師：徳島大学 准教授 福井 昌則 氏 

 

個人テーマ設定に向けての検討 

 

2 個人検討 
研究授業公開日まで、Google classroom を用いて、講師からの

指導助言をいただける環境で指導案検討を行う。 

3 

 

11月 28日(月) 

 

研究授業① 市立尼崎高等学校 第１学年 久保田 教諭 

総合的な探究の時間  

「課題解決学習 県立柏原高等学校とのオンライン交流」 

4 

 

11月 28日(月) 

 

研究授業② 市立尼崎高等学校 第１学年 尾之内 教諭 

歴史総合  

「ファシズム」 

5 

 

12月 12日(月) 

 

研究授業③ 南武庫之荘中学校 第 3学年 塚本 教諭 

数学科 

「トランプゲームを通して、確率を深める」 

6 

 

１月 19日(木) 

 

研究授業④ 上坂部小学校 第６学年 春名 教諭 

理科 

「てこのはたらき」 

7 まとめ 講話 徳島大学 准教授 福井 昌則 氏 
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４ 実践報告 （公開順） 

（１）研究授業① 久保田 教諭（市立尼崎高等学校） 

〇授業について 

内容：総合的な探究の時間（遠隔地交流授業） 

〇授業の目的について 

・これまでの学びを発表することにより、学びの整理を行う。 

・他校と交流することにより、多角的なものの見方や考え方に気づく。 

〇授業の詳細 

・県立柏原高等学校（知の探究コース）と各学校の代表者が相手校に対して成果発表を

行い、質疑応答を行う流れを交互に数回行った。交流には web 会議システムを用いた。 

〇授業の振り返り 

良かった点 

・柏原高等学校との考え方や、ものの見方の違いに触れることができた。 

課題・改善点 

・双方向中継を行う機会が少なく、機材トラブルが生じてしまった。 

・柏原高等学校の生徒は、自分事として課題を設定し、探究を行っていたが、市立尼

崎高等学校では、課題を設定する前に交流を行ったために、考え方やものの見方に

相違があり、かみ合わない場面が見られた。 

・進行や交流計画に生徒を参加させ、生徒たちで進行する交流会にすれば良かった。 

・今後の交流計画が練れていないため、継続的な交流となっていない。 

 

 

〇授業の様子 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

柏原高等学校との 

遠隔交流の様子 

柏原高等学校への 

発表の様子 

柏原高等学校の 

発表を聞く様子 

柏原高生と 

質疑応答する様子 
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（２）研究授業② 尾之内 教諭（市立尼崎高等学校） 

〇授業について 

１ 単元について 

「歴史総合」は１８世紀から現在までの近現代史を対象とし、「世界とその中の日本」

を学ぶ。本単元は、第一次世界大戦後の「経済危機と第二次世界大戦」を取り扱う。 

学習指導領解説には、「世界恐慌、ファシズムの伸張、日本の対外政策などを基に、

国際協調体制の動揺を理解すること（知識・技能）」とした上で、「経済危機の背景と

影響、国際秩序や政治体制の変化などに着目して、（中略）国際協調体制の動揺の要因

などを多面的・多角的に考察し、表現する」とある。特に、今回取り上げる「ファシズ

ム」については、「ファシズム勢力が伸張した背景として当時の国際組織や国際条約に

脆弱さがあったことなどにも気づくようにする」と記載されている。 

「ファシズム」と聞くと、どうしても「独裁」「恐怖」など負のイメージがつきまと

う。しかし、実際に、ドイツのナチ党は選挙で議席数を増やすなど、国民の支持を受け

て勢力を拡大しており、「独裁」「恐怖」だけでは説明がつかない。そこで、今回の授

業では、「なぜ、ナチ党はユダヤ人を迫害したのか」「なぜ、民衆はナチ党を支持した

のか」などを複数の資料をもとに考えることによって、多面的・多角的な意見が出るよ

う工夫し、ひいては現代社会においても同様のことが起こりうることに気づかせたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業の板書計画（別のクラスで行った授業） 

仮説＝既習事項や生活経験を生かして予想する。 

検証＝仮説が正しいか、資料を読み解いて確かめる。 

※思考が変容するきっかけづくりのために、あえて真偽が定かではないイメージや予想を

共有する活動を設定した。真偽は、検証を通して明らかにしていく。 
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２ 本時の学習 

 （１）テーマ 「ファシズム」 

 （２）目標   

・ヒトラーがユダヤ人を迫害した理由について、アーリア人の純血を守ろうとし

たことを時代背景とともに説明できる。【知識・技能】 

・ヒトラーの考えを民衆が支持した理由について、多面的・多角的な視点で考察

することができる。【思考・判断・表現】 

※なお、本時の観点については、あくまで形成的評価の対象とし、総括的評価の材料

としない。 

（３）展開（T＝授業者、S＝生徒） 
段

階 
学習活動 想定される生徒の反応 

導

入 

第一次世界大戦後から世界恐慌までの流れ

をおさえる。（他クラスの人形劇を視

聴。） 

T 世界恐慌により、英・仏・米はそれぞれ

の政策で乗りきろうとした一方、ソ連は世

界恐慌の影響を受けませんでした。では、

ドイツはどうか？ 

（教科書を丸読み。１人１文ずつ） 

T 今日のテーマは「ドイツのファシズム」

です。疑問に思うことは？（出てこなけれ

ば、他のクラスで集めた疑問を提示。） 

 

S なぜ、ユダヤ人はドイツで迫害

されたのか？ 

 

展

開 

１ 

 

 

 

T グループで仮説を立てて、メンチメータ

ーで送ってください。 

T それでは、グループで検証しましょう。

教科書、ネット情報だけでは不十分かもし

れませんので、クラスルームに資料を送り

ます。 

（検証結果の発表。３～４班） 

T ではそのヒトラーはどうやって政権を奪

取したか、確認しましょう。（教科書のグ

ラフを見て、選挙で議席数を増やしたこと

をおさえる。） 

 

 

 

S 小さい頃に嫌がらせを受けた。 

宗教上の問題。 

イエス・キリストがユダヤ人に処

刑されたこと。アーリア人の純血

を保ちたかったことなどを、資料

から読み解く。 

S 世界恐慌後、急速に議席を増や

していることから民主的に政権を

奪取した。 

【問い 1】なぜ、ナチ党はユダヤ人を迫害したのか？ 
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展

開 

２ 

 

 

 

T 当時のドイツの民衆は支持をしたことが

わかりました。これはなぜでしょうか？ 

 

（仮説を全体共有したあと、ヒトラーの演

説の様子を動画で視聴。） 

 

 

 

 

ま
と
め 

（世界恐慌による貧困の背景にも触れ） 

T ナチズムのような独裁体制がこれからの

日本で生まれないと言い切れるか。 

 

 

参考資料  

ペーター・ガイス・ギョーム・ル・カントレック『ドイツ・フランス 共通歴史教科書』

（明石書店） 

クライヴ・A・ロートン『なぜ、おきたのか？ ホロコーストのはなし』（岩崎書店） 

 

〇授業の振り返り 

良かった点 

・生徒たちが、多面的・多角的な視点で物事をとらえられるような内容を提供できた。 

・1人 1台端末を活用した授業が展開できた。 

・歴史の授業というとストーリー（事実、原因、背景、影響）を追って終わりとなるなか

で、探究的な視点で教材研究をした際に、未来を考えるための材料として「歴史」があ

るという意味を教師として改めて気づくことができた。 

課題・改善点 

・個人の意見に根拠を持たせる工夫ができなかった。 

・探究的に思考できる部分を公開授業内で展開することができなかった。 

 

〇授業の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問い 2】なぜ、民衆はヒトラーの考えを支持したのか? 

 

1人 1台端末を 

活用する生徒 

個人で選択した方法で

思考する様子 
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〇まとめとして生徒から回収した意見 
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（３）研究授業③ 塚本 教諭（南武庫之荘中学校） 

〇授業について 

内容：三木中学校（兵庫県三木市）の生徒が考案した新ゲームに対して、追加ルールを考

察するなかで、確率について考えを深める。※ゲームの内容や授業前の流れについては次

ページ参照 

 

〇授業の目的について 

・トランプゲームを通して、ルールを追加することによってゲームの面白さが変化する。 

 その面白さの理由について確率をもとに考えることができるようになる。 

 

〇本時の流れ 

 学習過程 学習活動 指導上の留意点 

導

入 

・前回の振り

返り 

(5 分) 

ゲームの追加ルールを考えてきたと思う

のでまずはジャムボードを使って考えた

ルールをたくさん上げていこう。 

 同じようなルール

でもよいので、1 人

1 つ以上提出できる

ように促していく。     

展

開 

・班活動 

(25 分) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・班発表 

(15 分) 

2 分×6 班＋予

備 

前回、行ったゲームについて各自が考え

た追加ルールを班内で発表し、それにつ

いて班で考えさせる。 

〇なぜ、そのルールを追加したのか？ 

 ・その方が面白いから。 

 ・ゲームに深みが出る。 

 ・なんとなく 

〇面白いゲームとはどういうものか。 

 ・自分の思うように展開が動く。 

 ・相手と自分のカードを見て駆け引き

ができる。 

 ・自分が勝つことができる。 

〇今回、ルールを追加することでどう面

白くなったのか？ 

→なぜ面白くなったとわかるのか？ 

 ・手が変わり、不利・有利な場面が増

える。 

 ・手が増えて、できることが増える。 

→有利・不利が具体的にわかる方法はな

いか？  
 
 

ルールを追加するこ

とによって生徒がゲ

ームに対して不利に

なる・有利になると

いうことが感覚的に

わかる。その感覚を

具体的に表すにはど

うすればいいかを生

徒たちから引き出

す。 
 

あまり、数学的に言

ったらなどの言葉を

使わずあくまでゲー

ムの面白さの中から

確率という言葉を引

き出すようにする。 
 

必要であればトラン

プを貸し出して確か

めさせる。 

終

末 

・振り返り 

(5 分) 

ロイロノートで次への展望を書き提出す

る。 
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〇三木中学校（兵庫県三木市）との動き 

 三木中学校では中学校 2 年生で扱う「確率」を用いた新規ゲームの考案を行い、南武庫

之荘中学校 3 年生が既習事項を用いて、三木中学校の生徒が考案したゲームをさらによい

ゲームへと発展させるために思考する授業を展開した。 

 

〇三木中学校 考案したゲームの原案 

 南武庫之荘中学校の 3年生が手直ししたゲームは以下の 3種類である。 

 



26 
 

〇授業の振り返り 

良かった点 

・講義形式の授業では目立たない生徒が、自発的に質問や発表を行う姿が見られた。 

・数学の時間で遠隔地・異学年をつないだ授業を行ったことが教諭経験としてプラスにな 

った。 

課題・改善点 

・教科書に書いていないことやゲームをテーマにしたことで、苦手意識を持った生徒が一

定数みられた。これについては、生徒側が持っている授業観を再構築する必要があると

感じた。 

・既習事項を活かす工夫を行ったが、異学年での既習事項を活用する授業になれておら

ず、既習事項を十分に活かせない生徒が多かった。 

・今回取り扱った「確率」を生活内での事象と結びつけている生徒が少なかったため、教

師主導による一方的な結びつけになってしまった。 

・投影された文字を読み上げているだけの発表になっている生徒が多かった。 

 

〇授業の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トランプゲームをしながら

思考する姿 

勝ちやすくなる方法（確率）を理

解した生徒がいた班（1 人の生徒

が勝ち続けていた） 

Jamboardによる意見交換後、 

対話による検討を行う姿 

 

1枚の Jamboardを 6か所に分け 

個人の意見を班ごと集約している場面 
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（４）研究授業④ 春名 教諭（上坂部小学校） 

１.単元名『てこのはたらき』（啓林館６ わくわく理科） 

２.単元目標 

加える力の位置や大きさに着目して、これらの条件とてこのはたらきとの関係を多面

的に調べる活動を通して、てこの規則性についての理解をはかり、実験などに関する技

能を身につけるとともに、より妥当な考えをつくり出す力や主体的かつ探究的に問題解

決しようとする態度を育成する。 

３.研究テーマと関わり・指導にあたって 

本研究では、「思考力×ICT×探究的な学び」を軸に置くことで、自ら学び続けるため

の学習力を育成することをねらいとする。 

第６学年では、年間の研究テーマに「授業の導入改革を軸とした、自ら問い（めあ

て）を見いだす児童育成」を掲げ、学習者自らが問いをもつことで、主体的な学びの実

現と対話的に深く学ぶための土台を築くことを目指してきた。 

本学年理科においては、導入時には主に提示・情報収集という形で、展開時には主に

事象の記録と考察（思考）として、まとめの場では主に共有として、ICT を活用するこ

とで、課題解決と思考の整理、情報の共有のための有効手段としてきた。また、年度当

初よりロイロノートや Google フォームのアンケート機能を活用し、「知っていること」

「知らないこと」「疑問点」を分別化し、児童が解決したい課題を浮き彫りにしたり、

導入時には既習事項や生活経験とのズレを意図的に生じさせたりすることで、児童自身

が学習課題（めあて）をもち、解決できるよう個別最適な学びを展開してきた。 

本単元では、てこの原理の理解と日常生活への結び付きについて、体験を通して横断

的に捉えることで生きた理科の学びを展開する。その際、ロイロノート内共有ノートを

グループごとに設定することでこれまでの学習を糧にして、児童どうしが計画を立て合

ったり、トライ＆エラーを繰り返しながら思考を深め整理し合ったりできるようにす

る。既定路線に乗った授業ではなく、計画・準備の段階から遊びの幅【変数】を取り入

れていくことで、自ら自転車をこいで進むようなイメージの探究的な学びをデザインし

ていくものとする。各次・各時での具体的な指導については、次項「４指導計画」を参

照していただきたい。 

残すところ 2 カ月ほどとなった小学校生活の中で、今回の学習を通して、自ら学ぶ方

法を個別最適な形で身に付け、困難に直面した時には仲間とともに協働的に解決できる

力を培ってほしいと切に願っている。 

４．指導計画（全 8時間）・・・ICT活用との関連記述を含む 

次 学習課題 時 学習活動 ICTの活用 評価規準 

導 

入 

＜てこのはたらき＞  

小さな力でも楽に作業

ができる道具はどんな

しくみになっているの

だろうか。  

【学習のきっかけや問

い】 

➀ 釘抜きや枝切りばさみ、栓抜きなど

を使うと楽に作業ができることを体

験するとともに、なぜ楽にできるの

かを考える。 

★仮説や予想、感想を共有ノートに

記録する。 

てこのはたらき

について、既習

内容や生活経験

をもとに根拠の

ある予想や仮説

を立て表現して

いる。【主】 
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第 

一 

次
 

＜棒を使ったてこ＞ 

てこをどのように使え

ば、重いものを小さな

力で持ち上げることが

できるのだろうか。  

② てこを使って重いものを小さな力で

持ち上げる方法について予想や仮説

をもとに解 決方法を考え、力点、作

用点の位置を変えながらてこを使う

ときの手応えを調べ、結 果を共有ノ

ートにまとめる。  

★仮説の実証のために場面ごとに写

真撮影 し、考察を共有ノートに記

録する。 

・より合理的な解

決方法を発想し、

表 現できる。【思

判表】  

・力点、作用点を

変え、てこを使う

ときの手応えを調

べ、結果を適切に

記 録することがで

きる。【知技】 

③ 支点から力点、作用点までの長さを

変えながら実験、考察する活動を通

して、てこの手応えと位置関係につ

いての規則性を捉える。  

★仮説の実証のために場面ごとに写

真撮影し、その規則性について共有

ノートに記録する。シンキングツー

ルを活用する。 

・てこの手応え

と支点、力点、

作用点の位置関

係について考察

する中で、より

妥当な考えをつ

くり出し表現す

る こ と が で き

る。【思判表】 

第 

二 

次
 

＜てこのうでを 

かたむけるはたらき＞ 

左右のうでで、おもり

をつるす位置やおもり

の重さを変えると、ど

んなときに水平につり

合うのだろうか。 

④  

⑤ 

実験用てこを使って、支点から作用

点・力点までの長さとつるすおもり

の重さの関係に着目しながらその規

則性について仮説を立てながら実証

する。また自由におもりの位置や重

さを変えることで左右がつり合うと

きの普遍的な法則を捉える。  

★撮影した記録写真を並べたり比べ

たりしながら論理的かつ合理的な考

えを記録し 考察する。 

・実験用てこを使

って、左右のおも

りの重さや位置を

変えながら、てこ

の規則性を計画的

に調べることがで

きる。【知技】  

・ 結 果 を も と

に、てこの規則

性についてより

妥当な考えをつ

くり出し表現す

る こ と が で き

る。【思判表】 

第 

三 

次
 

＜てこを利用した道具＞ 

てこを利用した道具は

どんなしくみになって

いるのだろうか。 

⑥ ペンチ、プルタブ、ホチキスなどの

身の 回りにある道具を目的に応じて

使うことで、支点、力点、作用点に

ついて調べる。 

★支点、力点、作用点の位置に着目

しながら共有ノートに整理し、てこ

の利便性について合理的に表現す

る。 

・身の回りにあ

る道具を目的に

応じて使いなが

ら支点、力点、

作用点を調べ、

てこの利便性に

気づくことがで

きる。【知技】 

総 

括 

＜学習記録の整理と見

直し＞学習してきたこ

とを整理し、生活や今

後の学びに生かそう。 

⑦ 

⑧ 

学習記録を見直しながら、学びを整

理し、学習活動が効果的であったか

を振り返る。 

★共有ノートの再構築及びグループ

ごとに 交流する。 

・てこの規則

性について学

んだことを学

習や生活に生

か そ う と す

る。【主】 

 

 

 



29 
 

５．本時の目標  

【知識・技能】  

・実験用てこを使って、左右のおもりの重さや位置を変えながら、その規則性を計画的

に調べることができる。  

【思考・判断・表現】  

・実験結果をもとに、てこの規則性についてより妥当な考えをつくり出し表現すること

ができる。 

６．本時の展開（第二次 第４時／全８時間） 

 学習の活動及び主な発問 留意点及び支援 

〇ICT活用 ♦評価 

導 

入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

左図てこ体

験セットを

右図実験用

てこに見立

てて考えて

いく。 

【パターン①のルール】 

・力点側につけるおもりの重さと作用点と同じ重さにする。 

・おもりをつける位置は一か所のみ。 

【パターン②のルール】 

・パターン①とはちがう位置につるす。 

・おもりを増やして良いがつるす位置は一か所のみ。 

【パターン③のルール】 

・力点側５の位置以外におもりをつるす。 

・おもりを増やしても良いがつるす場所は一か所のみ 

何かきまりがありそうだね・・・。 

10

分 
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展 

開 

① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．実験結果から考察する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・グループで一人発表者を立てさせ

る。 

〇共有ノートを活用する。 

 

 

 

 

展 

開 

② 

 

４．規則の妥当性に迫る。 

（全体思考⇔個人思考） 

 

 

 

 

〇共有ノートから児童の表現を拾い

上げる。 

・必要に応じてグループで再思考さ

せる。 

♦実験結果をもとに、その規則性に

ついてより妥当な考えをつくり出し

表現することができる【思判表】 

ま

と

め 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●明らかにできない場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・効果的な整理方法を提示し思考を促

す。 

 

 

つり合うときにはどんな規則性があるのか、グループで考え、共有ノートにまとめていきましょう。 

支点・力点・作用点・うでの長さ・距離などの言葉を使うと良いですね。 

20分 

10分 

5分 

今日の記録をどのようにくらべたらわかりやすくなるかな。 
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〇授業の振り返り 

良かった点 

・児童たちが、主体的に議論する姿をみることができた。 

・児童たちの未知な状況を乗り越える瞬間をみることができた。 

・児童が変数に気づき、思考の視点が変わる瞬間をみることができた。 

 

課題・改善点 

・理解している児童が一定数いたため、児童同士で教え込みになっている様子が見られ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変数について 

教諭に質問する児童 

班ごとにシンキングツール

で共有している様子 

全体の共有ノートも作成し

大型提示装置で投影 班ごとに実験する児童 

班ごとの異なる解を 

共有している様子 
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５ 全国学力・学習状況調査より 

令和 4 年度に実施された全国学力・学習状況調査において学習者や学校に対して行わ

れた質問紙調査で、「課題の解決」や「教科横断」といった本部会でテーマにしている

内容が複数にわたって質問されている。関連項目の回答結果は以下の通りである。 

 

小学校 児童質問紙 

 

 

中学校 生徒質問紙 

 

 上記の質問紙調査の結果は、学習者の回答であるため、学習者が「課題の解決」「各

教科などで学んだことを生かす」というワードについて、どの程度理解して回答してい

たかわからないが、質問番号（39）について【1.当てはまる】【2.どちらかといえば、

当てはまる】と答えた尼崎市の学習者の割合は、小学校で 69.0、中学校で 68.7 となっ

ており全国・県平均よりも低い値となっている。 

また、学校質問紙内に児童・生徒への質問番号（39）に相当する「児童生徒は、授業

では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組むことができていると思いま

すか」という質問があり、【1.当てはまる】【2.どちらかといえば、当てはまる】と答

えた尼崎市の学校の割合は、小学校で 85.4、中学校で 88.2 となっており、児童生徒と

学校側が感じている数値に乖離がある結果となっている。 

質問番号（39）以外に、記載した質問番号（40）は、令和 4 年度から新設された内容

である。この質問内容は、文部科学省が目指していきたい授業像を示していると考えら

れるため、今後の数値に注目していきたい。 

令和 4年度は、探究的な学習研究部会として、尼崎市の教職員を対象にアンケート調査

を行った。200人の教職員に協力していただいた回答結果を分析すると、【10年以上探究

的な学習を行っている】と答えた教職員がいる一方、【探究的な学習を行ったことが無

い】と回答した教職員の割合は 7割程度となった。 

 

質問
番号

尼崎市

全国

尼崎市

全国

（４０）

30.8

77.3 22.6

質問事項
当てはまる＋どちら
といえば、当てはま
る

（３９）

５年生までに受けた授業では、各教科などで学んだことを生か
しながら、自分の考えをまとめる活動を行っていましたか

63.2 36.6

72.2 27.7

５年生までに受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で考
え、自分から取り組んでいましたか

69.0

どちらかといえば、
当てはまらない＋
当てはまらない

質問
番号

尼崎市

全国

尼崎市

全国

（４０）
１，２年生のときに受けた授業では、各教科などで学んだこと
を生かしながら、自分の考えをまとめる活動を行っていました
か

49.9 49.9

67.4 32.5

（３９）
１，２年生のときに受けた授業では、課題の解決に向けて、自
分で考え、自分から取り組んでいましたか

68.7 31.3

79.2 20.7

質問事項
当てはまる＋どちら
かといえば、当ては
まる

どちらかといえば、
当てはまらない＋
当てはまらない
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６ 最後に 

令和 4 年度実施の全国学力・学習状況調査における質問紙調査の結果より、【課題の解

決を取り扱う学習活動の実施】【探究の学習過程を見通した指導方法の改善及び工夫】

【教科横断的な視点で授業を組織的に配列する】ことが課題となっており、これらは、本

部会でテーマにしている内容そのものである。 

これらの課題は、以下の①～④のように密接にかかわっているものであり、解決してい

くには、組織的に取り組む必要があると考えている。 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

近年の日本の教育に関することとして、高等学校で「総合的な探究の時間」が開始され

たこと、大学入学共通テストが、従来の「知識」重視から「思考力」重視へ大きく変更さ

れたこと、高校入試制度を「表現する力」のように「知識以外の能力」を重視する制度へ

変更する都道府県が出てきていることなどから探究的な学習への意識が高まってきている

と考える。 

このような動きとなっている理由として、話題となっている「ChatGPT」といった AI 技

術の発展があり、海外では、児童生徒が「ChatGPT」の表示した解答をそのまま自分の意見

として用いることが当たり前になりつつある。そのため、「ChatGPT」を教育現場で使用禁

止にすることを議論している国があるほどである。このように、AI 技術の発展により「調

べてすぐにわかる問題」は思考しなくても解決してしまう世界がすでにやってきている。 

だからこそ、「知識」だけではなく「思考力」や「表現する力」のような「知識以外の

能力」を発揮しなければならない場面に直面することができる探究的な学習を行うことに

よって、児童生徒が生きていくこれからの社会で通用する力を育てることが必要になって

いくと考えている。 

さらに、尼崎市教育委員会が発行している「令和 4 年度 全国学力・学習状況調査結果

報告」より『話し合う活動を通して、自分の考えを深めたり、広げたりすることができて

いる』児童生徒の平均正答率が高い傾向にあることが示唆されており、探究的な学習に取

り組むことは、課題となっている基礎学力を向上させる可能性もある。 

本研究で行った授業実践やアンケート調査が、尼崎市の教育の一助になり、さらに魅力

的な教育が実践されていくことを期待する。 

① 発展的な学習課題や探究的な学習活動を実施する。 
② 同じテーマを複数回実施するために、授業時数が足りなくなる。 
③ 個人で授業時数を調整するには限界がある。 
④ 学年や学年単位で協力し、教科横断的な視点で授業を配置することで効率よく 

学習を促すことができる。 
※組織的な教科横断の例 
〇教科で学習した内容が、運動会の演技などとリンクする。 
〇ある教科の内容を他教科の導入等に使う。 
〇似たような授業内容を同一時期に集中させることで、授業そのものが復習となり、よ
り定着するようになる。 

〇一つのテーマについて教科ごとの特性を活かした内容で授業を行うことで、多面的な
ものの見方を養うことができる。 



 

 

ホップ！スマイル！！リズムジャンプ！！！ 

― 幼児 児童 生徒の体力づくりおよび 

体力向上を目指したリズムジャンプの活動実践― 
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体 力 向 上 研 究 部 会 

【内容の要約】 

 本市の子どもの新体力テストの結果は、全国・県平均と比較すると低い水準にある。本研究部

会では、楽しく運動しながら体力向上につながるプログラムづくりについての研究を行う。ま

た同時に、授業でウォーミングアップ時に取組、主運動につながる動作の獲得が容易になる運

動プログラムを研究する。さらに、幼稚園・小学校・中学校と継続的に行うことにより、子ども

達の体力向上を目指すものとする。 

 

キーワード：リズムジャンプトレーニング、新体力テスト、楽しさ 

 



 



34 

１ はじめに 

 スポーツ庁における全国体力・運動能力調査では令和４年度においても、体力合計点については令

和元年度調査から連続して小・中学校の男女ともに低下している。  

 体力テストの数値のみが子ども達の体力の現状を表していると判断することは避けなければならな

いが、これらの数値を全く顧みないということも避けなければならない。全国体力テストは子ども達

の体力が低下していることを如実に表している。 

 体力が低下したことの原因として、「①一週間の総運動時間が以前の水準に至っていない事」「②肥

満の生徒児童の増加」「③生活習慣の変化のほか、マスク着用中の激しい運動の自粛」が挙げられてい

る。体育の授業以外で体力向上の取組を行った学校が、増加はしているが以前の水準に戻っていない

ことも要因として挙げられている。 

 また、体力テスト全体を通してスポーツ庁は「体育・保健体育の授業が楽しくなるためには、友達

との交流機会の増加」が有効であることを示し、体育・保健体育の授業が楽しいと感じている児童生

徒は「運動が好き」や「卒業後も運動したい」の割合も高くなる傾向があり、継続して体力を高めてい

く意識を持つ割合が高くなることが確認されたとの報告もなされている。 

 本研究部会ではスポーツリズムトレーニング協会 代表理事 津田幸保氏の指導を受けながら、体

育の授業のはじめのウォーミングアップ時の運動として利用できるプログラムとしてリズムジャンプ

トレーニングを取り入れている。子ども達が楽しみながら取り組むことができるプログラムであり、

継続的に実施することで、どのように子ども達が変容するか研究を進めていく。 

 

 

 

 

２ 研究の内容 

(１) 研究のテーマ 

   「ホップ！スマイル！！リズムジャンプ！！！」 

     〜幼児 児童 生徒の体力づくりおよび 

体力向上を目指したリズムジャンプの活動実践〜 

 

 

 

(２) 研究テーマの設定理由 

スポーツ庁の全国体力・運動能力調査の結果からもわかるように子ども達の体力は低下の一途を

たどっている。リズムジャンプという運動は、音楽を流しながらクラスみんなでラインを跳び越え

る運動である。音楽が流れることや、友達とお互いの動きを見合ったり、教え合ったりする中で自

然と笑顔が生まれることが期待できる運動である。そのため、子ども達がリズムジャンプに取り組

む中で、自然と笑顔になり、楽しみながら取り組んだ結果、体力の向上に繋がったという過程を歩

んでほしいと考えたため、「ホップ！スマイル！リズムジャンプ！！！」というテーマ設定を行なっ

た。 
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３ 令和２年度・令和３年度研究を受けて 

 本研究部会は令和２年度が研究開始年度であり、本年度は研究部会の３年目にあたる。そのため、

今年度第１回体力向上研究部会において、今までの研究を振り返ったうえで、昨年度の研究をより深

める形で年間の研究を進めていった。 

〈研究経過〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 年間計画 

回 時期 内 容 講 師 等 

1 6/24 

ワークショップ 

・昨年度の成果と課題の集約 

・研究テーマの設定・今後の研究について 

学び支援課 

指導主事 

2 7/22 

模範授業・講話 

・バレーボールにおけるリズム指導 

・リズムジャンプ１学期の取組報告 

・主運動につながるリズム指導の開発 

・２学期の取組について 

スポーツリズム 

トレーニング協会 

代表理事 津田 幸保 氏 

3 12/15 

模範授業・講話 

・バスケットボールにおけるリズム指導 

・表現運動におけるリズム指導 

・主運動につながるリズム指導の開発 

スポーツリズム 

トレーニング協会 

代表理事 津田 幸保 氏 

4 1/30 

まとめ 

・幼児が楽しく取り組めるリズムジャンプ指導について 

・主運動につながるリズム指導の開発 

スポーツリズム 

トレーニング協会 

代表理事 津田 幸保 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

〈令和２度課題〉 

①主運動への繋がりが不十分 

②学校全体に広まらない 

③苦手児童への対応不十分 

〈効果検証〉 

①体力の向上につながるか 

②運動意欲の向上につながるか 

③怪我の予防につながるか 

 

〈令和３年度実施〉 

①主運動につながるプログラム開発 

②学校の組織的取組事例の収集 

③苦手児童への対応方法の収集 

 

 

〈効果検証の方法〉 

①年度当初と２月に体力テスト実施 

②幼児・児童・生徒へのアンケート 

③保健室の怪我の状況を把握 

 

リズムジャンプの取組をより効果的に 

〈令和４年度実施〉 
①主運動につながるプログラム開発 

②学校の組織的取組及び他校園種との繋げ方の事例の収集 

③苦手児童への対応方法及びマンネリ化の解消方法の収集 

 

 

〈効果検証の方法〉 

①年度当初と２月に体力テスト実施 

②幼児・児童・生徒へのアンケート 

③保健室の怪我の状況を把握 
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５ 実践報告 

 所属部員 幼稚園２、小学校４、中学校４、計１０校園の実践事例を示す。 

(１) 実践報告 その１ 

尼崎市立園田幼稚園  濱本 由里絵 教諭 【対象：４歳児・５歳児】 

1、 現状について 

本園では、体力向上研究部会のリズムジャンプの他に、自主研究グループ(尼崎インクルーシブ

教育)での運動プログラムも合わせて継続し、日々の保育の中に取り入れている。また、鬼ごっ

こ・しっぽ取り・リレー・ボール遊びなどの、自分で選んでする遊びやクラス活動でのリズム遊

び(後ろ蹴り・前蹴り・ギャロップ・スキップなど)や、縄跳びやフラフープ等の継続して取り組

む運動遊びを通して、日頃から教師や友達と一緒に身体を動かして遊ぶ面白さや、心地よさを感

じている。 

幼児の姿としては、家庭環境や一人一人の興味の違いから運動経験の個人差が大きいと感じる。

体の動きがぎこちない幼児やリズムに乗りにくい幼児、姿勢が崩れやすい幼児、椅子からずり落

ちてしまう幼児などがいる。 

リズムジャンプをする際は、幼児が意欲的に楽しんで取り組めるように、一人一人に頑張って

いることを認める声を掛けたり、教師も一緒に身体を動かしながら楽しさに共感したり、笑顔で

グーサインやOKサインを送ったりするなど、前向きな援助を心掛けている。 

 

2. 実施の概要 

(１)対象者  ４歳児３３名、５歳児２４名 

(２)頻度   ５歳児は４月から、４歳児は５月から週３日程度(１５分/回) 

  (３)実施内容  

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・１学期から少しず

つジャンプの種類

を増やして進め

た。新たな種類を

取り入れてから

も、それまでにし

たジャンプも継続

して行った。 

 

・手拍子や頭・肩な

どの手の動作をプ

ラスしたり、年長

児はランジの際に

手の動きを意識し

たりして取り組ん

だ。 
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3. 変容を見る種目の測定結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 怪我の予防への効果(怪我をした幼児数のパーセンテージ)  

※網かけは、R1と比較して減少している数値 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 １０月 １１月 １２月 1月 2月 3月 

年中 

すり傷 

Ｒ1 ７ 29 ９ ７  14 29 60 14 ７ 21 2 

Ｒ4 24 34 7 3  6 6 10 0 3   

年中 

打撲 

Ｒ1 11 27 24 42  52 57 48 14 19 21 2 

Ｒ4 21 41 29 14  3 26 3 0 6   

年長 

すり傷 

Ｒ1 16 16 11 2  22 41 73 22 14 30 2 

Ｒ4 42 29 17 0  0 0 4 0 4   

年長 

打撲 

Ｒ1 16 16 11 2  22 41 73 22 14 30 2 

Ｒ4 25 38 29 4  0 32 28 4 0   

5. 考察 

・継続することで、リズムに合わせてジャンプしたり、高く跳んだりする姿につながり、取組を

楽しみにする姿が多く見られた。また、幼児の実態に応じてリズムジャンプの種類を増やしてい

くことで、少し難しいジャンプにも挑戦してみようと意欲的に取り組んだり、もっとやりたいと

【平均値の比較】 

・4歳児67.5㎝→71.7㎝ 

       (＋4.2㎝) 

・5歳児90.6㎝→78.1㎝ 

       (－12.5㎝) 
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いう思いを抱いたりしている。前向きな援助をすることで、どの幼児も苦手意識をもつことなく、

リズムジャンプに親しみをもち、意欲的に「やってみよう」という気持ちにつながっているので

はないか。 

・変容を見る種目(立ち幅跳び)の測定結果から、年中児の平均の跳躍距離は少し上がっている

が、年長児では下がっている。このため、リズムジャンプが立ち幅跳びの跳躍距離の伸びにつな

がったとは言えない。しかし、跳び方を見ると、１学期より、３学期の方が跳ぶ時に、膝を曲げ

て高く跳ぼうとする姿が多く見られた。また、着地の際に膝のクッションを使って優しく着地す

る姿が多く見られた。このことから、リズムジャンプで膝を曲げて高く跳んだり、着地を柔らか

くしたりする指導を行ってきたことが、遠くに跳ぶことより、上に高く跳ぶ跳び方につながって

きているのではないかと考える。 

・怪我の予防の観点からは、リズムジャンプを導入していなかった令和元年度と比較して、令

和４年度は、２学期以降で怪我の減少が見られた。１学期からリズムジャンプを継続してきたこ

とで、その効果が２学期以降に表れてきており、怪我の予防につながってきているのではないか

と考える。 

・運動会のプログラムにリズムジャンプを取り入れることで、年中児は年長児のリズムジャン

プを見て、憧れの気持ちをもち、真似ようとする姿が見られた。その他にも、保育の中で数回見

せ合う機会をもつなど、園全体で取り組むことで、互いの刺激になるように感じた。また、保護

者にも取組の様子を実際に知っていただくよい機会になったと感じた。 

・津田先生に実際に指導を行っていただいたことで、リズムジャンプの楽しさを十分に感じ、

より意欲的にリズムジャンプに取り組もうとする姿が見られた。 

 

6. 今後の課題 

・幼児のタイミングに合わせて教師が声を掛けるのではなく、リズム感を大切にできるように、

テンポのよい掛け声のタイミングを意識する。 

・今年度の部会で、津田先生のご指導の下、次年度の取組内容(リズムの種類)を絞ることがで

きた。幼児にとって無理がなく、引き続き楽しんでできるように、内容が適当であるか検討して

いきたい。 

・全身でリズムを感じられる音楽の音量について検討する。 

・途中入園児に対して急にみんなと同じ難易度のリズムジャンプをするのが難しいと分かった 

ので、基本のジャンプも混ぜるようにする。 

 

7. 取組の様子・写真 
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（２） 実践報告 その２ 

尼崎市立武庫幼稚園  広瀬 和佳菜 教諭【対象：４歳児・５歳児】 

1. 現状について 

幼児の姿を見てみると体を動かして遊ぶことに抵抗はなく、鬼ごっこやボールを使った遊びな

どを楽しんでやってみようとする幼児が多いと感じられる。しかし、自分の体の動きのコントロ

ールが難しく動きがぎこちなかったり、幼児同士で衝突したり、すぐに転倒したり、転倒した際

に手をつくことができずに頭部の怪我をしたりする姿が見られる。その大きな理由の一つとして、

家庭ではゲームをしたり動画を見たりする時間が長く、思い切り体を動かす経験が不足している

傾向にある幼児が多いことが考えられる。 

リズムジャンプを取り入れることで“体を動かすことが楽しい！”と感じながら様々な動きを

経験し、身のこなしが上手にできるようになることや、大きな怪我を少なくしていくことができ

たらと考えている。 

 

2. 実践の概要 

「みんなで楽しくリズムジャンプ！ 

              ～幼児の体づくり および 体力の促進を目指して～ 」 

楽しんで体を動かす経験を積み重ねられるよう、実施回数は最低週３日、できれば毎日とし、 

継続的に取り組んでいく。各クラスで、幼児にとって負担のない時間帯に組み込んでの実施とす

る。 

(1) 実施学年・年齢等…全園児(４歳児１クラス、５歳児１クラス) 

(2) 実施時間・頻度…最低週３日、できれば毎日。１０分～１５分。 

(1学期５月から取組開始) 

(3) 種目(次頁リズムジャンプ実施計画表参照) 

 

3. 変容を見る種目の測定結果 

・リズムジャンプ取組の事前(9月)、事後(2月)に立ち幅跳びの測定を実施。 

・年中4歳児で平均18ｃｍの伸びが見られた。 

・年長5歳児は平均の記録としては変化が見られなかった。 
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4. 怪我の予防への効果 

武庫幼稚園 怪我の状況（パーセンテージ） 

Ｒ2 年中＝42名 年長＝49名 

Ｒ4 年中＝33名 年長＝34名 

  6月 7月 9月 10月 11月 12月 1月 計 

年中 

すり傷 

Ｒ4 30 3 66 33 51 75 48 309 

Ｒ2 9 4 11 47 61 21 71 228 

年中 

打撲 

Ｒ4 45 21 42 33 45 18 51 257 

Ｒ2 9 19 4 7 11 4 11 69 

年長 

擦り傷 

Ｒ4 20 5 52 54 41 64 20 258 

Ｒ2 8 14 44 22 38 53 36 220 

年長 

打撲 

Ｒ4 35 29 26 17 41 47 32 229 

Ｒ2 10 4 8 12 18 12 12 81 

 

 

・転倒や衝突が原因の擦り傷(頭・顔・腕・膝)、打撲(頭・顔・腕・膝)の件数(６月～１月)を 

それぞれを在籍人数で割り、パーセンテージで比較。 

・年長５歳児の比較 

令和４年度年長(昨年度年中４月からリズムジャンプ開始＝継続して２年間取組) 

令和２年度年長(年中２学期からリズムジャンプ開始) 

 擦り傷 

頭 

擦り傷 

顔 

擦り傷 

腕 

擦り傷 

膝 

打撲 

頭 

打撲 

顔 

打撲 

腕 

打撲 

膝 

５ 

歳

児 

年

長 

Ｒ

４ 

0％ 8％ 44％ 205％ 76％ 117％ 14％ 20％ 

Ｒ

２ 

2％ 0％ 32％ 185％ 38％ 18％ 4％ 16％ 

 

・年中４歳児の比較 

令和４年度年中(年中４月からリズムジャンプ取組開始) 

令和２年度年中(年中９月からリズムジャンプ取組開始) 

 擦り傷 

頭 

擦り傷 

顔 

擦り傷 

腕 

擦り傷 

膝 

打撲 

頭 

打撲 

顔 

打撲 

腕 

打撲 

膝 

４

歳

児 

年

中 

Ｒ

４ 

0％ 6％ 57％ 245％ 93％ 124％ 15％ 24％ 

Ｒ

２ 

0％ 4％ 14％ 209％ 33％ 19％ 7％ 9％ 
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5. 考察 

(１)立ち幅跳び測定の結果から 

・年中児では伸びが見られたが、成長によるものか、リズムジャンプの効果か、実証はできて

いない。 

 

(２)怪我の予防効果について 

・４歳児、５歳児ともに、ほとんどの項目で怪我が増加している。身のこなしがうまくできず、 

怪我をしやすい幼児が増加していると感じられるので、リズムジャンプなどの遊びを通して体を

動かす経験を増やしていくことが必要である。 

 

(３)アンケートの結果から(全園児６７名中５８名が回答) 

リズムジャンプは楽しいですか。楽しくないですか。 

楽しい 楽しくない 無回答 

５８名 ０名 ０名 

これからもリズムジャンプをしたいですか。したくないですか。 

したい したくない 無回答 

５７名 １名 ０名 

 

楽しいと回答した幼児の多くは、ジャンプすること自体が楽しい、面白いと感じている。 “い

ろんな動きをするのが楽しい”“音楽に合わせてジャンプするのが楽しい”といった意見もあり、

音楽に合わせて様々な動きをすることに楽しさを感じたり、様々な動きができるようになって嬉

しい気持ちを感じたりして、もっとやってみたい気持ちにつながっていると思われる。 

 

6. 今後の課題 

・１月に津田先生に指導をしてもらったことで、部会で決めて取り組んでいる内容と、津田先

生のねらっていることにズレがあると分かった。同じ方向で取り組んでいけるようにしていくこ

とが必要ではないか。 

・園内でも子ども達の実態に合わせて、どのような取組をするのが良いのかを考え合ったり共

通理解したりして取り組んでいきたい。 

・今年度は変容を見るために怪我の件数や幅跳びの数値で比較したが、数値として大きな効果

があるという結果は見られにくかった。しかし、年中児と年長児のリズムジャンプの様子を比べ

て見ると、ジャンプの高さ、膝の使い方、上半身の使い方が明らかに変わってきていると感じら

れる。変容を見る項目の検討する方が良いのか、項目は変えず長期的な視野で見ていく方が良い

のか、再度確認したい。 
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7. 取組の様子・写真 

＜年中＞               ＜年長＞ 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

【参考資料：リズムジャンプ実施計画表】 

＜１学期＞ 

 

令和４年度１学期 リズムジャンプ 計画表 

 

●園田幼稚園と共通にした内容について（令和３年１２月部会より） 

年中☆足の基本的な６つの動きを知る（楽しみながら）☆いろんなテンポの曲で取り組む 

＜１学期＞パージャンプ、バックジャンプ （＋手拍子） 

＜２学期＞サイドジャンプ、スクワット （＋手拍子） 

＜３学期＞パラレル、ランジ （＋手拍子） 

     ※足の動きが分かってきたら＋手拍子（1拍ずつ胸の前で手をたたく） 

 

年長☆軸がブレないように跳ぶことを意識する☆膝を曲げてジャンプする☆いろんなテンポの曲で取り組む 

＜１学期＞パージャンプ、バックジャンプ、サイドジャンプ、スクワット、パラレル、ランジ 

     ＋手拍子（1拍ずつ胸の前で手をたたく） 

＜２学期＞６つの動き＋頭・肩・頭・肩（頭、両肩の順に両手でたたくことを繰り返す） 

＜３学期＞６つの動き＋頭・肩・タン・タン（頭、両肩、手拍子 2回） 

 

※最低週３日、できれば毎日取り組む 

＜１学期＞ 

 ４歳児 ５歳児 

５月２日～  パージャンプ 

５月１６日～  バックジャンプ 

５月２３日～ パージャンプ サイドジャンプ 

５月３０日～ パージャンプ スクワット 

６月６日～ パージャンプ＋手拍子 パラレル 

６月１３日～ パージャンプ＋手拍子 ランジ 

６月２０日～ バックジャンプ パージャンプ＋手拍子 

バックジャンプ＋手拍子 

６月２７日～ バックジャンプ サイドジャンプ＋手拍子 

７月４日～ バックジャンプ＋手拍子 スクワット＋手拍子 

７月１１日～ バックジャンプ＋手拍子 パラレル＋手拍子 

ランジ＋手拍子 

※手拍子…1拍ずつ胸の前で手をたたく 
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＜２学期＞ 

 

令和４年度２学期 リズムジャンプ 計画表 

 

●園田幼稚園と共通にした内容について（令和３年１２月部会より） 

年中☆足の基本的な６つの動きを知る（楽しみながら）☆いろんなテンポの曲で取り組む 

＜１学期＞パージャンプ、バックジャンプ （＋手拍子） 

＜２学期＞サイドジャンプ、スクワット （＋手拍子） 

＜３学期＞パラレル、ランジ （＋手拍子） 

     ※足の動きが分かってきたら＋手拍子（1拍ずつ胸の前で手をたたく） 

 

年長☆軸がブレないように跳ぶことを意識する☆膝を曲げてジャンプする☆いろんなテンポの曲で取り組む 

＜１学期＞パージャンプ、バックジャンプ、サイドジャンプ、スクワット、パラレル、ランジ 

     ＋手拍子（1拍ずつ胸の前で手をたたく） 

＜２学期＞６つの動き＋頭・肩・頭・肩（頭、両肩の順に両手でたたくことを繰り返す） 

＜３学期＞６つの動き＋頭・肩・タン・タン（頭、両肩、手拍子 2回） 

 

※最低週３日、できれば毎日取り組む 

＜２学期＞  

 ４歳児 ５歳児 

９月５日～ パージャンプ パージャンプ＋頭・肩・頭・肩 

９月１２日～ サイドジャンプ バックジャンプ＋頭・肩・頭・肩 

９月２０日～ スクワット サイドジャンプ＋頭・肩・頭・肩 

１０月３日～ サイドジャンプ スクワット＋頭・肩・頭・肩 

１０月１７日～ スクワット パラレル＋頭・肩・頭・肩 

１０月２４日～ パージャンプ＋手拍子 ランジ＋頭・肩・頭・肩 

１０月３１日～ サイドジャンプ＋手拍子 パージャンプ＋頭・肩・頭・肩 

１１月７日～ スクワット＋手拍子 バックジャンプ＋頭・肩・頭・肩 

１１月２１日～ パージャンプ＋手拍子 サイドジャンプ＋頭・肩・頭・肩 

１１月２８日～ サイドジャンプ＋手拍子 スクワット＋頭・肩・頭・肩 

１２月５日～ スクワット＋手拍子 パラレル＋頭・肩・頭・肩 

１２月１２日～ バックジャンプ＋手拍子 ランジ＋頭・肩・頭・肩 

※手拍子…1拍ずつ胸の前で手をたたく 

※頭・肩・頭・肩…頭、両肩の順に両手でたたくことを繰り返す 
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＜３学期＞ 

 

 

 

令和４年度 3学期 リズムジャンプ 計画表 

 

●園田幼稚園と共通にした内容について（令和４年１２月部会より） 

  ☆膝を曲げてジャンプする ☆足音を立てずにジャンプする 

  ☆幼児がジャンプしやすい、速すぎないテンポの曲で取り組む 

 

年中 

＜１学期＞パージャンプ 

＜２学期＞バック、サイド 

＜３学期＞ランジ、スクワット 

 

年長 

＜１学期＞パージャンプ（＋手拍子）、バック、サイド（＋手拍子）、 

ランジ、スクワット、パラレル、ケンケン 

＜２学期＞パージャンプ（＋頭・肩・頭・肩）、バック（＋手拍子）、サイド（＋手拍子）、 

ランジ、スクワット、パラレル、ケンケン 

＜３学期＞パージャンプ（＋頭・肩・手拍子・手拍子）、バック（＋手拍子）、サイド（＋手拍子）、 

ランジ（腕を前後にしっかり動かす）、スクワット、パラレル、ケンケン 

 

＜3学期＞  

 ４歳児 ５歳児 

1月 11日～ パージャンプ パージャンプ（＋頭・肩・手拍子・手拍子） 

1月 23日～ バック バック（＋手拍子） 

1月 30日～ サイド サイド（＋手拍子） 

2月 6日～ ランジ ランジ（腕を前後にしっかり動かす） 

2月 20日～ スクワット スクワット 

2月 27日～ ランジ パラレル 

3月 6日～ スクワット ケンケン 

3月 ７日～ ランジ パージャンプ（＋頭・肩・手拍子・手拍子） 

3月 13日～ スクワット パージャンプ（＋頭・肩・手拍子・手拍子） 
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(３) 実践報告 その３ 

尼崎市立園田北小学校 浜﨑 伸之 教諭【対象：小学校３年生】 

1. 現状について 

本校では、心肺機能を高める運動として、『毎日チャレンジ』通称『毎チャレ』を実施している。

「アンテナ」「かえる逆立ち」「V 字バランス」「ハンドバック」「ブリッジ」の計５種目を児童は

毎日宿題として自宅で取り組んでいる。体育授業の体操後にも取り組んでいるクラスもあり、高

学年では、体育大会の演技にも『毎チャレ』を取り入れた。１２月には、『大繩大会』が毎年行わ

れ、日程が近づいてくると練習をがんばる様子が見受けられる。大繩期間中以外では、クラス全

員や担任教諭との鬼ごっこ遊びなどで外に出て遊ぶ児童が多いように感じる。 

また、体育前の準備体操後に、ほぐし運動を主とした、リズムジャンプやなわとびなど、体力

向上に向けて取り組んでいるが、放課後遊びの禁止で、遊べる時間が以前よりも確保できず、運

動量の確保に難しさを感じた。 

 

2. 実践の概要 

(１) 対象者  ３年２組  ３１名 

(２) 実施時間 体育の授業の準備体操後、５分程度 

(３) 頻度   週に３回程度 (体育の学習時) 

(４) 実施内容 ほぐし運動を主とした、リズムジャンプ  １０種類 

        パージャンプ・サイドジャンプ・ランジ・サイドリズムチェンジ・ケンケン など 

        主運動につなげた、リズムジャンプ (小型ハードル)   ５種類 

                         (キャッチバレー)  ２種類 

 

【授業実践】 キャッチバレーボール 

 

ボールのパス回しをカウントで行う。 

①８カウントパス  → ボールを高く上げるのでサーブ時をイメージできる。 

②４カウントパス  → 味方のパス回しに  

(受け取りやすくミスも少ないが、スピードがやや遅い) 

③３カウントパス  → 味方のパス回しや相手コートに投げ入れる時に 

    (ある程度のスピード感が生まれるが、味方のキャッチミスも時折起こる) 

④２カウントパス  → 速いアタックや速いパス回しに 

(スピード感は出るが味方へのパスミスが起こる。) 

 

アタック練習 

①ボールをセッターにパス→(１、２、３、４) セッターへ 

②セッターがネット近くにボールをあげる(５、６) アタッカーへ 

③両手で相手コートへ投げ入れる(７、８) 

 

               セッターへ 

         1～４でパス          ５、６でアタッカーへ 

 

  

 

 

                                  ７、８で 

                                  相手コートへ 

アタッカー アタッカー 
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【授業実践】 小型ハードル走 

ほぐし運動を主としたリズムジャンプ後に、ミニハードルを使って、小型ハードルにつながる

動きを意識して取り入れた。抜き足を素早く前に出す動きをポイントにし、『タ・タン』のリズム

を体で覚えるように何度も繰り返してきた。『タ』の時は、リード足が着地する瞬間、『タン』で

抜き足を素早く前に出す動作とした。列は、４列でミニハードルは、各列４個として、実践した。 

①ハードル間を２歩のケンケンで前に進む 

 

            

 

 

②ハードル間を１歩で進む 

 

 

 

 

③『タ・タン』+手をたたく+２歩 

 

 

 

 

④『タ・タン タンタン』のリズムで小走り 

③の動きで、手をたたく動作をなくして行う 

③よりもスピードをつける 

⑤『タ・タン タンタン』のリズムで全速力 

小型ハードルの区間は、５ｍに設定して行う。 

3. 変容を見る種目の測定結果 

以下は、リズムジャンプを行う前の５月と、リズムジャンプを行ってきた後の２月のクラス平

均の結果である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

50m走   ５月のクラス平均 10’4秒               ２月のクラス平均 9’5秒 

 

 

3 

 

１ ２ ３ ４ 

１ 
２ 

３ 4 

9

9.5

10

10.5

５月 ２月

５０ｍ走のクラス平均

1 

2 

3 

4 

5 

８ 6 

７ 
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立幅跳び  ５月のクラス平均 125.0ｃｍ      ２月のクラス平均 145.7ｃｍ 

 

反復横跳び ５月のクラス平均 28.8回       ２月のクラス平均 39.8回 

 

4. 怪我の予防への効果 

１年間リズムジャンプに取り組んだ３年２組と、少しだけリズムジャンプに取り組んだ３年１

組で怪我の件数(だぼく、捻挫、関節痛、すりきず)を比較した。 

・３年１組  だぼく ２件 捻挫 １件 関節痛 １件 すりきず ７件 

・３年２組  だぼく ４件 捻挫 ２件 関節痛 ２件 すりきず １０件 

 

上記の結果より、リズムジャンプが怪我の防止には、つながるとは考えにくい。しかし、２組

の怪我の時間帯が休み時間を多く占めており、クラスによって外によく出て遊ぶクラスと、あま

り外で遊ばないクラス比較では、正確な検証にならないとも考えられる。 

 

5. 考察 

毎時間リズムジャンプを繰り返したことで、跳び箱や小型ハードル走での跳躍に活かせること

ができた。また、ほぐし運動としてだけではなく、冬場における体を温める時間にもなり、長距

離走よりも楽しんで行えると感じた。なわとびも音を出しながら行うことで、テンポよく跳び続

けることができた。リズムジャンプで、主運動の動きを取り入れることで、技術面では上達しや

すかった。 

    ５０ｍ走は、１年間で平均約０.９秒速くなり、立幅跳びは、約２０㎝、反復横跳びは、約１１

回向上し、リズムジャンプにおける、跳躍力や瞬発力が向上したことで記録に影響したとも考え

られる。 
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6. 今後の課題 

リズムジャンプは、継続的に行うことで効果が期待されるので、毎時間(５分程度)行いながら、

主運動の時間も十分確保できるように気をつけていく必要がある。また、主運動の動きをリズム

ジャンプに組み込むことで、技術の上達には繋がりやすいが、体で覚えさせるやり方なので思考

力は育ちにくい。児童で動き方を考えたり、今の動きが主運動のどの動きに繋がっているかを考

えさせたりするなどの活動を組み込んでいく必要がある。子ども達が知っている曲や曲のリクエ

ストをさせることで、意欲はさらに上がるが、リズムが取りにくい曲になるとうまく跳べないの

で、曲選びは重要である。 

また、学校全体で取り組んでいくには、ラインの数の確保や音響機器などを整えることが大切

である。教員一人一人が無理なく取り組めるようにやり方を伝達したり、動画を共有したりする

などの取組が大切である。 

 

7. 取組の様子・写真 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(４) 実践報告 その４ 
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尼崎市立浜田小学校 長井 裕志 教諭【対象：小学校４年生、５年生、６年生】 

1. 現状について 

本校の運動に関する課題としては、昨年度、休み時間に運動場に出て遊ぶ児童が少なかった。

体育の時間にも運動に対して前向きになれない児童が特に高学年になるにつれて多く見られ、運

動好きな児童と運動嫌いな児童の差が大きかった。そこで、今年度より体育専科を導入し４年生

から６年生の体育の授業をすべて体育専科が担当している。その中で、易しいルールで運動した

り、自分に合った場を選択したりしながら運動に取り組むことで、体育の時間を楽しむ児童が増

えてきた。その結果、体育の授業で取り組んだ活動を休み時間にも積極的に取り組む児童が増え、

少しずつ運動に親しむことができるようになってきた。また、体育委員を中心として外遊びを呼

び掛けたり、全校で遊ぶ鬼ごっこ大会などを企画したりすることで、運動に親しみ、その結果、

体力向上につながっていくことをねらっている。 

 

2. 実践の概要 

（１） 対象者 ４年生１組 ２組 

    ５年生１組 ２組 

    ６年生１組 ２組 

（２） 実施時間 体育の授業開始時 ３分～５分程度 

（３） 頻度 週に３回 

（４） 実施内容 主に５つのリズムジャンプ＋アレンジ→自分で選んでジャンプ 

     主運動につながるリズム指導 

タグラグビー、フラッグフットボール、キャッチバレーボール、バスケットボール 

サッカー、ハンドボール 

・リズムジャンプからのダッシュでボールをもらう動き 

・リズムに合わせてのパス練習 

・リズムに合わせてのドリブル練習 

・リズムに合わせてのステップ 

 

3. 変容をみる種目の測定結果 
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５年生   １学期 ３学期 
 

５０ｍ走(秒) 9.2 9.1 
 

反復横跳び(回) 36 39 
 

立ち幅跳び(cm) 150 154 

 

4. 怪我の予防への効果 

 R4 ４年 R3 ３年 R4 ５年 R3 ４年 R4 ６年 R3 ５年 

体育館 ２０ ２２ ４ １ ９ ２０ 

運動場 ２５ １９ １０ １２ １９ ３１ 

合計 ４５ ４１ １４ １３ ２８ ５１ 

 

5. 考察 

１学期の最初の単元の体ほぐしの運動でリズムジャンプをメインに指導し、いろいろな技を児

童は知ることができた。そこからさまざまな単元でリズムを用いたウォーミングアップを行うこ

とで、体がすぐに温まり、主運動にすぐに入っていくことができるようになった。 

はじめのうちは、みんなでそろって同じ動きでリズムに合わせてジャンプを行っていた。特に

①高く跳ぶこと②線を踏まないこと③ずーっと手拍子を続けることの３つの中から今日のリズ

ムジャンプの目標を決めて、自己評価するという活動を１学期には行った。そこから２学期以降

のチャレンジタイムでは、自分で挑戦する技を決めたり、どんどんと手を組み合わせたり、少し

難しめの動きにチャレンジする児童も増えてきた。 

また、ボールを用いた単元の中では、主運動につながるリズム指導でリズムに合わせテンポパ

スやドリブルの練習を行った。その結果、自然とボールに触れる回数が増え、特にボールが苦手

な児童にとって有効な練習を行うことができた。単純で簡単なボール技能などの操作がリズムを

用いた練習によって習得できるようになったため、ゲーム形式での実践的な時間を体育の学習の

時間の中で多く取り入れることができた。そうすることで、より高度な作戦を児童たちと思考す

る中で有意義な体育の学習を行うことができたと感じている。 

実際の基礎体力向上の測定結果の結果としては、４年生では平均して５０ｍ走0.2秒 立ち幅

跳び ３ｃｍ 5年生では、平均で５０ｍ走 0.1秒 反復横跳び 3回 立ち幅跳び４ｃｍ 6

４年生   １学期 ３学期 
 

５０ｍ走(秒) 9.8 9.6 
 

反復横跳び(回) 36 35 
 

立ち幅跳び(cm) 142 145 

６年生   １学期 ３学期 
 

５０ｍ走(秒) 8.8 8.8 
 

反復横跳び(回) 40 43 
 

立ち幅跳び(cm) 160 165 

8

9

10

４年 ５年 ６年

５０ｍ走

１学期 3学期



52 

年生では、平均で反復横跳び3回 立ち幅跳びでは５ｃｍのそれぞれ記録向上が見られた。これ

は年齢による成長ももちろんあるだろうが、それだけでなく外遊びをしている児童の増加による

運動習慣の確立によりあらわれた記録向上であると考えることができる。さらにその中でリズム

ジャンプよって、瞬発力の強化やジャンプのコツなどを児童が自分たちで感じ、自然と身に付け

ていったものであるだろう。また、4年生の反復横跳びでは 1回減少 6年生の５０ｍ走では同

タイムと効果が見られなかった種目もあったが、今後も引き続き運動に楽しく取り組んでいくと、

数値は伸びていくものであると期待している。 

また、怪我に対する予防効果としては、同児童での昨年の保健室利用の怪我の数で比較を行っ

た。その結果、4年生では昨年度より4人増え、5年生でも1人増え、6年生では昨年度よりも23

人の減少が見られた。これらは一概にリズムジャンプによって怪我の予防につながっているとは

いいがたいが、運動習慣が増えたことによって発生している怪我もあると考えられるため、引き

続き取り組み続け様子を見ていく必要がある。 

 

6. 今後の課題 

本校において、今年度がリズムジャンプを導入して１年目となる。今年度は体育専科が４年生

から６年生のすべてを同じように指導することができた。今後の課題として、これを低学年に広

げていくには、まずは教職員への周知・研修が必要である。それに加え、音響設備や、ラインな

どの用具の充実など物理的な様々なものが必要になる。 

また、高学年においても慣れによるマンネリ化などの現象も見られたため、定期的に原点に立

ち返り、高く跳んだり、音楽に合わせたりすることの大切さを指導していく必要がある。リズム

を用いた主運動の指導は十分に手ごたえを感じているが、まだまだバリエーションが少ないため、

様々な単元で活用していく実践を考えていく必要もある。 

 

7. 取組の様子・写真 
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（５） 実践報告 その５ 

尼崎市立園田小学校  芝 朋来 教諭【対象：小学校２年生】 

1. 現状について               

本校は研究部会に参加して３年目となる。 

昨年度まで授業の中でのリズムジャンプの取り入れ方、指導の方法、主単元につながる動きや

授業構成を中心に研究に取り組んできた。ただ、一部の学年・学級のみの実施となっていたので、

今年度は「実践を学校全体に広げること」を中心に取り組んだ。 

また、昨年度は本校６年生児童が隣接する園田中学校へ行き、リズムジャンプ交流会を行うこ

とができた。中学校の体育の授業に参加することで、中学生への憧れの気持ち、中学校進学を楽

しみに感じる子ども達の姿が見られた。今年度は中学校と連携して取り組むだけでなく、幼稚園・

保育園とも交流することで、地域一体となって、「リズムジャンプ」の活動を深めていきたい。 

 

2. 実践の概要 

① 全校での実施 

今年度は学校全体で取り組むにあたり、簡単な動き（パージャンプ、サイドジャンプ、ランジ

ジャンプ、クロスジャンプ、ターンジャンプ）の５つを基本メニューとし、年間を通して繰り返

し取り組むこととした。準備体操やランニングに変わるウォーミングアップとして位置付けた。

学習単元によっては、補助体操をしたり、柔軟を加えたりするが、音楽に合わせて体を動かすこ

とによる授業開始時の集中力の向上もねらいとする。 

 

まず４月に校内の教員を対象に実技研修を行った。また 20 種類のジャンプが紹介されている

「リズムジャンプ２０」、昨年度の６年生が撮影した説明動画を資料として共有した。 

その後、各学年の合同体育や、学級体育で実際にリズムジャンプを授業で行った。指導の際にポ

イントとして、以下の３点を児童に伝えた。 

 

 

 

 

また、順番を待っている児童も、曲や動きのリズムを捉えるために手拍子をしたり、「５、６せ

ーの」の合図を教師といっしょに声に出したりすることとした。 

  

実際に活動に取り組むと、「ジャンプの意識が前に進むことに向きすぎてしまい、曲のリズムに

合わない。また、ラインの先をゴールとして捉えるために、充分にジャンプできずに終わってし

まう児童が見られる」という課題が各学年で見られた。 

そこで、上記の３点に加え、「８回×２」の数も意識させた。 

ラインの真ん中に白線やコーンなど目印を置き、そこまでで８回、残り半分で８回と伝えると、

前に跳びすぎてしまうという課題は改善が見られた。（図①） 

 

 

 

１ ラインをふまないこと。 

２ リズムに合わせること。 

３ ひざを上げて大きくジャンプすること。 
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   （図①） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12月には津田先生に、「2、4年生合同の表現運動」の模範授業をして頂いた。リズムジャンプ

を通して新たな動きを学習し、最後には学習した動きを組み合わせることで一つのダンスの振付

を習得することができた。また、校内の多数の教員が参観し、学ぶ機会をもつことができた。 

 

② 結びあう園田 

活動場所の割り当てで、２学年が重なることもあった。その時には、一つのスピーカーを合同

で使い、いっしょにリズムジャンプに取り組むという異学年交流をすることができた。交流を通

して高学年は低学年に見本を見せるという意識、低学年は高学年をお手本により上手になろうと

いう意識も感じられた。 

11月には本校６年児童が園田中学校に行き、リズムジャンプ交流会を行った。そこでは、ライ

ンを使わずにその場で行う「園中ジャンプ」を教えてもらうことができた。交流会後、６年生は

今までの基本メニューに加えて、取り組んでいる。 

また、幼保小連携として近隣の幼保４園を招き、１年生と合同でリズムジャンプの活動に取り

組んだ。そこでは学校で一番年下の１年生の児童が、自分より年下の子をリードしようと声をか

けたり、見本を見せてあげたりする姿を見ることができた。 

 

③ 主運動につながる動き 

昨年度に引き続き一部の単元で、ジャンプだけでなくリズムを使った指導を行った。 

今年度は 2 年生の以下の単元で、「リズムに合わせてやってみよう」というめあてで活動に取り

組んだ。 

 

 短距離走 ・・・ ４カウントをその場でジャンプ後、４カウントでダッシュ。 

ゴールのコーンにタッチできるかチャレンジ。 

  ハードル走・・・ 「タタン」のリズムで、ミニハードルをまたぎ越す動き。 

 縄跳び  ・・・ 音楽のリズムに合わせて、前跳び。 

 ボールけりあそび ・・・ カウントに合わせてボールを足の裏でタッチ。（止める） 

              カウントに合わせて動きながらボールにタッチ。（ドリブル） 

              カウントに合わせて相手やグループにボールを返す。（パス） 
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3. 変容を見る種目の測定結果  

7月と 2月に測定した「50ｍ走」「反復横跳び」「立ち幅跳び」の記録と比べると、以下のよう

な変化が見られた。 

     

クラスの平均記録は50ｍ走で「－0.5秒」、反復横跳びは「＋4回」、立ち幅跳びは「＋3cm」と

なり、運動能力の向上につなげることができた。(上記グラフ左７月、右２月) 

 

4. 怪我の予防への効果 

養護教諭の協力により、保健室で手当てした「1、2 学期の下半身の怪我（２年児童）」の発生

件数を数え、昨年度の2年生と今年度の2年生とで比較すると以下のようになった。 

 

       

 

 

 

 

リズムジャンプで下半身の筋力が増え、怪我の件数が減るのではないかという仮説のもと検証

したが、今年度の２年生は、昨年度と比べ、怪我の件数は増加しているという結果となった。 

 

5. 考察 

今年度の成果は大きく３つある。 

一つ目は、学校全体の取組として実施することができたことである。いつも運動場、体育館か

ら音楽とかけ声が響いていた。全校で取り組めたことで、ウォーミングアップの活動として定着

してきた。 

二つ目は、リズムジャンプを通して異学年、異校種で関われたことである。児童の交流の機会

が増えると共に、大人数で運動することによる楽しさ、意欲の向上も期待できる。中学校進学、

小学校進学への不安が少しでも減る交流会になったのではないだろうか。また、この活動を通し

て、人の役に立っているという自己有用感も味わうことができた。 

三つ目は、継続して活動に取り組むことで、学年を問わず、上達が見られたことである。特に

低学年では、初めは拍がうまく取れず、「リズム」を感じとることに難しさを感じていたが、継続

することで曲に合う動きになってきた。また、一部のクラス、学年ではラインを使わないその場

でのジャンプにも取り組んだ。低学年であっても手をつける難しい動きも、楽しみながら取り組

む姿が見られ、上達が見られた。 
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保健室で手当てした下半身の怪我の件数（２年児童） 
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〔児童の振り返り〕 

ウォーミングアップとして 

 ・体があったまってポカポカする。 ・楽しいし、いいあせをかく。 

 ・気もちがパーっと明るくなる。  ・考えてするのがおもしろい。 

・むずかしいやつはどうすればいいか考えながらしている。 

 ・いろんなシリーズがあって楽しい。もっといろいろなジャンプをおぼえたいし、今おぼえ 

てるのも、これからもつづけたい。 

友だちと活動することについて 

・みんなでジャンプのあいずを出すのが楽しい。 ・みんなとそろうと、うれしい。 

・まちがえても、友だちが「そこちがうよ」とか教えてくれたり、新しいわざを先生が教えて 

くれたりするから楽しい。 

・みんなでやったり、４年生ともやったので、いろんな人とリズムジャンプをしたい。もっ

とうまくなって、４年生になったらうまく教えたい。 

運動能力の向上について 

・ジャンプ力があがった。  ・リズムジャンプをすると足がかるくなる。 

・体があたたまるし、足もうごきやすくなる。 

 

6. 今後の課題 

今年度の課題は全学年一律のメニュー、方法で継続して取り組んだことで、モチベーションや

意欲の低下が一部見られたことである。その理由として、同じ動きの繰り返しに飽きを感じてい

る児童がいることが考えられる。そこで来年度は、基本メニュー以外のジャンプも系統立てて取

り組めるようなカリキュラム（メニューの学年割り当て）を作成し、学年に応じた進め方も考え

たい。また、リズムジャンプと主運動との繋がりという点で、まだまだ研究の必要性が感じられ

る。同じ領域の単元であっても、学年が違えば、進め方や活動の内容も変わる。特に低学年では

動きを簡単にしたり、テンポを落としたりする必要が感じられた。発達段階に合わせたリズム指

導という視点も加えて、次年度以降も深めていきたい。 

今年度担任している２年生の児童では、新しい動きを教えた後には、休み時間や空き時間に体

を動かしている姿や、音楽をかけると自然とジャンプする姿が見られた。３学期には係を中心に

自分たちで用具の準備や活動を進めることもできた。 

今年度は、全学年全学級で取り組めた。来年度も全教員が同じように取り組める体制を作り、

年間計画としてしっかり位置づけて、進めていきたい。 
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（６） 実践報告 その６ 

尼崎市立名和小学校  林 忠明 教諭【対象：小学校１年生】 

1. 現状について 

本校の現状として、休み時間に外で遊ぶ児童が一定数いる一方で、なかなか外に出たがらない

児童もいる。冬になり気温が低下するにつれてその割合が増えてきている。学校全体の取組とし

て、休み時間にドッジボールや長縄、ドッジビーを配布したり、体育委員が外遊びを呼びかけた

り、児童会主催の「ペアわくわく遊び」をしたりして外遊びを促進するようにしている。一方で

昨年度に引き続き新型コロナウイルス感染症対策のため、耐寒マラソンや縄跳び週間などの行事

を中止、体育大会は団体競技を削減し、二部制で実施した。また、今年度より水泳指導を再開し

たが、ソーシャルディスタンスの確保から入水人数を制限して実施した。こうした感染対策のた

めの運動機会の減少や、ソーシャルディスタンスの確保などの運動の制限がある中、体育の学習

における十分な運動量の確保に課題がある。 

本学級の児童は、外に遊びに行く児童が多く、鬼ごっこやボール遊びをする様子が見られる。

また、体育の学習では運動遊びにすすんで取り組む児童が多い。今までの生活経験、運動経験か

ら、身体を動かすことに慣れている児童とそうではない児童の差が大きい中で、どんな単元でも

「やってみよう。」「うまくできた。」「次こそはうまくやりたい。」など、前向きに活動する姿が見

られる。 

 

2. 実践の概要 

⑴ 対象者  １学年１学級（男子１９名、女子１６名、計３５名） 

⑵ 実施時間 体育の授業の準備運動後、5～１０分程度 

⑶ 頻度   週3回程度の体育の学習時 

⑷ 実施内容 主に３つのジャンプを実施（単元に応じて変更） 

    ・パージャンプ、サイドジャンプ、ランジジャンプ 

 

3. 変容を見る種目（50ｍ走、立ち幅跳び、反復横跳び）の測定結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クラスの平均記録は 50ｍ走で「－0.8秒」、反復横跳びは「＋4.1回」、立ち幅跳びは「＋0.01
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ｍ」程度となった。 

 

4. 考察 

取組を開始した時から、楽しみながらジャンプに取り組む姿が見られた。初めはリズムに合わ

せてジャンプすることが難しかった児童も、継続する中で手拍子を加えたジャンプや、組み合わ

せジャンプ（サイドジャンプとパージャンプの組み合わせ）ができるようになった。今年度は１

年生で取り組んだので、低学年で経験させたい動きを、リズムジャンプを通してできた。音楽が

流れているのでダラダラすることなく、楽しい雰囲気の中で動きに何度も取り組めることがリズ

ムジャンプの利点だと感じた。 

単元によって主運動につながるように、取り組むリズムジャンプを考えた。例えばボール運動

遊びの単元では、「１・２・３」のリズムで足を「ケン・ケン・前」と出すジャンプをすることで、

ボールを投げる脚の運び、体重移動の感覚を養った。跳び箱運動遊びの単元では、パージャンプ

の「１・２・３・４」のリズムの３と４の間に自分の脇腹を叩くことで、跳び箱の踏み切りから

着手の感覚を養えるようにした。リズムに合わせて意欲的に何度も取り組む姿が見られ、運動経

験が乏しい児童でも楽しみながら主運動につながる動きを学習できた。 

スポーツテストの測定結果では、50ｍ走・反復横跳びの２種目においてはクラス平均の伸びが

見られた。特に反復横跳びの伸びが大きく、前後左右に繰り返し跳ぶ様々なリズムジャンプの動

きの習得が結果に影響を与えた可能性がある。一方で、立ち幅跳びでは伸びがあまり見られなか

った。リズムジャンプは跳躍力そのものの向上にはあまり影響しないのかもしれない。また、伸

びが見られた種目においてもリズムジャンプによる影響だけでなく、身体の成長や、半年間の運

動経験に伴う記録の伸びでもあるとも示唆される。 

 

5. 今後の課題 

リズムジャンプをする上での今後の課題として、主運動の動きにつなげやすい単元と、そうで

はない単元があることがあげられる。例えば跳び箱運動や、幅跳びなどの跳躍を伴う単元では動

きの繋がりが感じやすいが、鉄棒運動などは回転を行う運動であるため、リズムに合わせたり、

感じたりすることが難しい。中学年や高学年の体育では、ただ取り組むだけでなく、主運動の動

きと繋がってこそリズムジャンプの効果が得られると思う。どのようにしてリズムジャンプを単

元の中に組み込んでいくかを検討していく必要がある。 

  

6. 取組の様子・写真 
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（７） 実践報告 その７ 

尼崎市立大庄北中学校  樫藤 将太 教諭  【対象：中学校1年生男女】 

1. 現状について 

本校は、6月頃からリズム指導を1年男女の授業始めに取り入れ、今では、生徒たちもスムー

ズな動作で体を動かせるようになってきた。本校では主にウォーミングアップ時にリズムジャ

ンプを取り入れてきたが、２学期中頃からは、主運動につなげる為の反復動作としても取り入

れ始めた。また、本年度は本校の取組としてグループ学習にも力を入れた為、リズムジャンプで

反復動作をする中で具体的に主運動とどのようにつながるかなどをグループで考えさせ、取り

組ませた。 

 

2. 実践の概要 

(1) 対象者 中学１年生 (男女)  ４クラス (男子：６７名 女子：６９名)  

(2) 実施時間 体育の授業 (約週2回) 

        ６～１０分程度 

(3) 実施期間 令和４年６月～令和５年２月 

(4) 実施内容 種目数約10種目 

 

【授業内で取り入れた種目】 

上半身 

頭タッチ、肩タッチ、つま先タッチ、ツイスト、手拍子、パンチ 

 

下半身 

グーパージャンプ、前後クロスジャンプ、サイドステップ、ランジ 

バービー、スクワット、ケンケン、キック 

  

 

3. 変容を見る種目の測定結果（平均） 

※Ｒ４年、４月とＲ５、２月を比較したもの 

【1年生男子】 
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【１年生女子】 

 

4. 怪我の予防への効果 

 

<令和３年度１年男女と令和４年度1年男女の比較> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<比較> 

年度当初と現在の記録を比較すると数値はどれも向上している。 

また、怪我の発生率に関しても前年度を１００％すると、今年度は約７０％にまで減少している。 

 

5. 考察 

身体能力に関して、全ての種目で向上が見られた。しかし、向上する要因は他にも体の成長、

部活動や習い事での運動機会の増加等、別の要因も考えられるため、一概にリズムジャンプで身

体能力が向上したとは言いにくい。 

怪我の発生件数においては、前年度から３０％減少した。昨年のコロナ禍で運動する機会は今 

年より少ないはずだが、それでも怪我の発生件数が減少しているのは、一定の効果があった可能

性がある。 
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6. 今後の課題 

リズムジャンプを取り入れる事で、授業の導入時のムードがとてもよくなった。また、リズム

ジャンプを主運動につなげていく動作は、様々なパターンが作成できるため、今後もバリエーシ

ョンを増やしていきたい。また生徒たちの動きを見ていると、リズムに合わせて反復する動作数

が増え、神経系のトレーニングとしてはとても良い刺激になったと感じた。しかし、すべての授

業に取り入れられなかったことや、継続的に取り入れることが出来なかったため、今後は回数を

増やしていきたい。また、主運動につながる動作パターンも引き続きバリエーションを増やして

いきたい。 

 

7. 取組の様子・写真 
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（８） 実践報告 その８ 

尼崎市立常陽中学校  米田 正樹 教諭【対象：中学校１年生男子・中学校２年生女子】 

1. 現状について 

今年度は、少しずつマスクを取っての活動が増えきており、生徒自身が仲間と関りを持って運

動に取り組める雰囲気が増えてきたように感じる。しかし、まだ生徒の中には、マスクを取って

行うことに抵抗感がある生徒もいる。そのため、完全に運動の制限がなかった時と同じように全

員が思いきって、運動に取り組めるようになるには時間がかかると思う。 

リズムジャンプの取組は、３年目となるので、新しいバージョンを組み立て、全校生徒で体育

大会の準備運動として行った。また、準備運動で行うことはもちろんだが、主運動の動きにリズ

ム指導を取り入れて、指導することを重点的に行った。 

 

2. 実践の概要について 

【 実践① 】 

(1) 対象者      全校生徒 

(2) 実施時間・頻度  体育授業時（１分３０秒）・授業毎 

(3) 実施期間     ４月から３月 

(4) 実施内容      ウォーミングアップ 

(5)授業の中で取り入れた事例等 

①～⑧までそれぞれ16カウントで行う。 

    種目プログラム 

使用曲「kid’s dream」BPM118 

① ステップ：パージャンプ        上半身：なし 

② ステップ：パージャンプ        上半身：頭の上で手拍子 

③ ステップ：サイドステップ       上半身：なし 

④ ステップ：サイドステップ       上半身：頭→肩→クロス→肩 

⑤ ステップ：パー→クロス        上半身：なし 

⑥ ステップ：パー→クロス        上半身：頭→肩→前→後ろ 

⑦ ステップ：パー→パー→パー→グー   上半身：なし 

⑧ ステップ：パー→パー→ターン→ターン 上半身：なし 

⑨ ポーズ 

【 実践② 】 

（1）対象者      第１学年（男子） 

(2) 実施時間・頻度  ９時間・授業毎 

(3) 実施期間     ９月から１０月 

(4) 実施内容      バレーボール 

(5)授業の中で取り入れた事例等 

① オーバーハンドパスの練習 

壁に向かってボールを両手で当てて、キャッチする。パターン１（１投げる→２キャ

ッチ→３投げる→４キャッチ）、パターン２（１投げる→２投げる→３投げる→４投

げる）※パターン２の投げるは、リズムに合わせるために自ずとはじく感じとなる。 

② オーバーハンド、アンダーハンドパスの練習（２人組） 

対面してパスをし合う。※リズムに合わせてボールの軌道を考える。１、２の軌道、

１、２、３の軌道、１、２、３、４の軌道でボールの軌道が違ってくる。 

③ スパイクの練習 

右、左、両足（トン、トトンのリズムで）の順でジャンプ＋腕を振る 

④ ブロックの練習 

サイドステップ、両足ジャンプ＋両手を上げる など 
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【 実践③ 】 

（1）対象者      第２学年（女子） 

(2) 実施時間・頻度  ９時間・授業毎 

(3) 実施期間     １０月から１１月 

(4) 実施内容      ソフトボール 

（5）授業の中で取り入れた事例等 

① キャッチボールをリズムに合わせて行う。 

・スローに特化したバージョン  

振りかぶる→人差し指を頭にタッチ→投げる 

１      ２、３      ４ 

・キャッチから投げるまでのスピードに特化したバージョン 

キャッチ→ボールを持つ→足を出す→投げる 

 １     ２     ３   ４ 

② バットスイングをリズムに合わせて行う。 

・構える→振りかぶる→振る→余韻 

  １    ２    ３  ４ 

③ 守備をリズムに合わせて行う。（ゴロ、フライ） 

・キャッチ→ボールを持つ→足を出す→投げる 

   １     ２     ３   ４ 

 

   

 

【実施④】 

（1）対象者      第１学年（男子）第２学年（女子） 

(2) 実施時間・頻度  １０時間・授業毎 

(3) 実施期間     １２月から１月 

(4) 実施内容      柔 道 

（5）授業の中で取り入れた事例等 

① 前回り受け身 

       構え→ 回 転 →畳をたたく 

        １  ２、３     ４ 

② 投げ技（膝車） 

       構え→右足→左足→倒す 

           １  ２  ３ （ゆっくり） 

            １    ２ （少し早く） 

                 １ （ 早く ） 
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【実施⑤】 

（1）対象者      第１学年（男子）第２学年（女子） 

(2) 実施時間・頻度  ９時間・授業毎 

(3) 実施期間     １月から２月 

(4) 実施内容      バスケットボール 

（5）授業の中で取り入れた事例等 

①ドリブル 

 １回ドリブル（１、２）２回ドリブル（１、２）３回ドリブル（１、２） 

４回ドリブル（１、２）同じリズムに回数を増やすことで自然とスピードを上げ、姿勢

が低くなる。右手、左手、両手を行う。 

②チェストパスからキャッチ 

 ・パス  →  キャッチ 

   １       ４ 

   １       ２ 

   １       １ 

③シュート 

 ・セットシュート 

  ドリブル→ドリブル→キャッチ→シュート 

    １    ２    ３    ４ 

・レイアップシュート（右） 

   右足→左足ジャンプシュート 

    １      ２ 

・レイアップシュート（左） 

   左足→右足ジャンプシュート 

    １      ２ 

 

3. 変容を見る種目の測定結果 

【 効果検証① 】スポーツテスト 

１年男子 4月 2月 変化 

反復横跳び ４４．１回 ５１．２回 ７．０回 

立ち幅跳び １７６．８ｃｍ １８５．４５ｃｍ ８．５ｃｍ 

５０ｍ走 ８．７８秒 ８．０秒 －０．７８秒 

 

２年女子 4月 2月 変化 

反復横跳び ４６．９回 ４９．０回 ２．０回 

立ち幅跳び １５９．３ｃｍ １６９．７ｃｍ １０．４ｃｍ 

５０ｍ走 ８．９６秒 ８．６１秒 －０．３５秒 
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【 効果検証② 】アンケート 

 
 

 

【１年男子生徒の感想】 

・バレーボールではオーバーハンドパスやアンダーハンドパスの練習では音楽を取り入れる 

ことでリズムが取りやすくなったりパスの練習が楽しくなりました。 

・バレーのパスやアタックで活かせた。パスのリズムや、アタックの踏むこむリズムがわか 

りやすかった。柔道では前回り受け身がリズムでわかりやすかった。 

・楽しい気持ちや、ダンスしているような気持ちになる。 

・リズムジャンプをして、楽しくリズムジャンプに取り組むことができたし、やり終わった 

らやりきった感があり、楽しく体育の授業に取り組めることができるからこれからもリズムジ

ャンプができるように頑張っていきたいです。 

・僕はリズムジャンプをすると、体育が始まる前よりテンションが上がってやる気がとても 

でました。 

・リズムジャンプが終わったあと気分がスッキリした。 

・バスケットボールの時にリズムがあることによってパスやドリブルがやりやすかった。     

・バスケットボールの、パス練習のときにリズムがあると、自分が他の人と、どれだけリズ

ムがずれているのかがわかったり、いつパスが来るのかがある程度わかって、とてもやりやす

かったです。 
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【２年女子生徒の感想】 

・柔道の前回り受身でリズムを使ったことで、回るタイミングや手を叩くタイミングを掴み 

やすかったです。 

・柔道やソフトボール以外にも色々なことに取り入れていいと思います。 

・気分が上がり、リズムに合わせることで一体感が生まれる。 

・リズムジャンプをすると体も温まるし楽しくなる。 

・リズムがあることによって体の動かし方が、よりわかりやすくなった。 

・リズムが流れていることによって楽しい雰囲気になる、無駄な動きがなくなる。 

・皆とリズムジャンプをしていると幸せな気持ちになれるので良い活動だと思います。 

・自分の欠点でもあった、マイペースさをリズムジャンプで改善されていった。 

・バスケットボールのパスやドリブルで、早くボールの受け渡しができたりなど、自分ので 

きなかったり苦手だったものが授業を通して出来るようになりました。 

・ソフトボールの送球を早くする練習で、リズムを入れながら練習することで、自然と早く 

投げたりキャッチしてからの動作を早くする動きが身につけられた。 

・楽しいアップになるしとてもいいと思っています。しんどかったりすることもありますが、 

みんなでやることで前向きに、一緒に頑張ろうと思えています。 

・リズムがないときは怖くてなかなかできないことも、リズムがあると思い切ってやってみる 

ことができるので、結果的にどんどん色々なことができるようになっていきました 

・リズムジャンプはしんどいけどリズム感も鍛えられるのでいいと思いました。 

・運動と音楽の愛称は抜群だと思いました。 
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【 効果検証③ 】怪我について 

  切り傷 捻挫 突き指 打撲 その他 合計 

Ｒ３ 

１年 

男子 

３ ４ １ ７ ４ １９ 

Ｒ４ 

１年 

男子 

２ １ ３ １１ ３ ２０ 

 

  切り傷 捻挫 突き指 打撲 その他 合計 

Ｒ３ 

２年 

女子 

０ １ １ １ １ ４ 

Ｒ４ 

２年 

女子 

５ １２ １ ５ １ ２４ 

 

4. 考察 

    今年度は、主運動に積極的にリズムを取り入れた。バレーボールでは、壁に向かってオーバ 

ーハンドパスをした。リズムを変えることで、ボールをうまく突き放す動作に移ることができた。

二人組でのパス交換では、ボールの高さをリズムで説明することで、２拍のボールはライナー性

のボールになるが、４拍になると山ボールとなることで共通理解が取りやすかった。また、スパ

イクの足の運びは片足ジャンプになりがちであるが、ほぼ全員がステップを踏んで両足ジャンプ

ができた。顕著な効果が表れたと感じた。ソフトボールでは、ボールを投げる場面、捕ってから

投げる場面、打つ場面で取り入れた。一定のリズムかあることで、タイミングが取りやすくリズ

ミカルにキャッチボールができた。特に捕ってから投げる場面での成長が著しかった。柔道では、

前回り受け身でのタイミングに取り入れた。回り始めるタイミングと畳をたたくタイミングが分

かりやすかったと生徒のコメントにもあった。特に今まで回り始めを躊躇する生徒が多くいたが、

今回はほとんどそのような生徒はいなかった。投げ技では、足の運ぶタイミングを意識すること

ができた。リズムを早くすることで自然と足の運びのタイミングも早くなっていた。バスケット

ボールでは、同じリズムでドリブルの回数を増やすと、自然とボールに与える力や構える姿勢を

工夫して取り組んでいた。シュートの特にレイアップシュートでは、今まで足が合わずに苦労す

ることが多かったが、リズムを使うことでほぼ全員が、スムーズに行えるようになった。 

スポーツテストの結果からみると、全体的にどの種目も平均値は伸びていた。１年男子の反復

横跳びでは、４２人中３７人が伸びており、中には２６回も伸びている生徒がいた。立ち幅跳び

は、２０ｃｍ以上伸びた生徒が５人もいた。その５人中運動部に所属していない生徒が３人もい

たことはリズムジャンプの成果を表していると感じる。最後に５０ｍ走だが、ほぼ全員の４２人

中４０人が記録を伸ばしていた。２年生女子の反復横跳びは、５３人中３４人が伸びていた。立

ち幅跳びは、１０ｃｍ以上伸びている生徒が２０人もいた。中には１００ｃｍ以上伸びた生徒も

いた。５０ｍ走では５３人中 ４２人で記録が伸びており、中には２秒以上も早くなっていた生

徒もいた。１年男子と２年女子では、１年男子のほうが全体的に伸びていたが、立ち幅跳びと５

０ｍ走で両方の学年の伸びが大きかったことが印象的である。 

アンケートでは、多くの生徒がリズムジャンプは「楽しい」と答えていた。特に女子では、運

動することが好きではない生徒が約３０％いたが、リズムジャンプは９２％が「楽しい」「これか

らもリズムを取り入れた授業を受けたい」と答えている。運動が苦手な生徒も、リズムジャンプ

の運動であればポジティブに感じ行えることが証明されている。主運動に多く取り入れたことに

よって、できたと感じている場面が多くあった。それによって自己肯定感や達成感を感じること

ができている。そして、できたと感じることで自信が生まれる。協働的な学習などで、今までは
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自信がない生徒は発言しにくい場面があったが、話し合いの場面やアドバイスをし合う場面で、

意欲的に発言する姿が増えたように感じる。 

怪我についての検証では大きな成果は見られなかった。昨年度は距離を取っての活動が多く、

怪我をすることが少なかったが、今年度は思い切って運動する場面が増えたため怪我が多くなっ

た可能性があると思う。 

リズムを取り入れたことで、意欲的に運動に取り組むことができ、運動量も確保することがで

きた。また、リズムがあることで、タイミングが取りやすくなり技能の向上につながったことを

実感した。 

   

5. 今後の課題 

３年目の取組となり、ウォーミングアップでの取組は、年間を通して行うことができた。ラン

ニングにと共に心肺機能のアップに効果的であったと思うが、マンネリ化した感がある。学期ご

とや学年で内容のバージョンアップをすることも今後の課題である。昨年度の課題であった主運

動への取組を軸に行った。実施したほぼすべての種目で取り組むことができた。生徒の感想から、

様々な技能の習得に効果的であったとコメントがあり、成果として現れた。今後は新たな種目で

リズムを取り入れた指導を行っていきたい。 

6. 取組の様子･写真 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

ウォーミングアップ            1年バレーボール 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

２年ソフトボール             ２年柔道 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

２年バスケットボール            １年バスケットボール 
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（９）実践報告 その９ 

尼崎市立大成中学校  都﨑 綾香 教諭 【対象：中学校2年生】 

1. 現状について 

今年度はウォーミングアップでリズムジャンプを取り入れるだけでなく、ハードル走において

主運動に繋がるリズム運動を取り入れた。リズム運動を取り入れることによってハードル走をリ

ズムよく走れる生徒が増えたように感じる。 

生徒たちの様子としては、昨年度より高度なリズムジャンプに挑戦したり、自分たちでリズム

ジャンプを考案してみたり、教え合ったりという姿が多く見られ良い雰囲気づくりにも繋がった。

今後もリズムジャンプだけでなく、主運動に繋がるリズム運動を取り入れていきたいと考えてい

る。 

 

2. 実践の概要 

(1) 対象者  中学2年生 (13、14歳)  5クラス (女子：94名)   

(2) 実施時間 体育の授業 (週に約2回) 

(3) 実施期間 6月から 

(4) 実施内容 1回の種目数 約10種目 

【授業内で取り入れた種目】 

・「リズムジャンプチャレンジ20」のプリントを参考に、10種目程度実施 

・フレキハードルや小学生ハードルを使ったリズム練習 

 

3. 変容を見る種目の測定結果 

4. 怪我の予防への効果 

 

 <令和3年度と令和4年度の比較> 

主にリズムジャンプを実施していたのは2年生の女子だ

ったが、今年度は特別支援学級でもリズムジャンプを取り

入れた授業を行った。 

怪我の件数は全体的に減少傾向にある。怪我による保健

室の来室者は、昨年度、今年度共にかなり減少している。 
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 <2年生 前年度との比較> 

2年生女子は昨年度からリズムジャンプを取り入

れている。数値はどの項目においても減少している

が、成長期で筋力がついたり、体の使い方がうまく

なったことも要因のひとつかもしれない。保健室へ

来室する生徒もかなり減少している。 

 

 

5. 考察 

リズムジャンプに苦手意識を持っていた生徒も、今年度は慣れてきたこともありできる種目が

増え積極的に取り組む姿が見られた。今年度も引き続き「間違えてもいい」ということ、「難しい

動きは足だけを動かす」ということを繰り返し伝えたため、失敗を恐れずに取り組む姿も印象的

であった。生徒間でもこのような声掛怪我行われていたことも大変よかったと感じている。 

ハードル走でリズム運動を多く取り入れたことによって、リズムよく走ることができる生徒が

増えていた。また、長距離走でもリズムよく走るということがどういうことなのかをつかめてい

た生徒も多くいた。これはウォーミングアップでリズムジャンプを取り入れた効果なのかもしれ

ない。 

  

6. 今後の課題 

リズム運動を行っている部活もあるので、そのような動きを授業でも参考にしていきたい。ま

た、各種目で主運動に繋がるリズム運動を取り入れることが難しかったため、今後は取り入れて

いきたい。 

 

7. 取組の様子・写真 
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(１０) 実践報告 その１０ 

尼崎市立園田中学校 井田 幸佑 教諭【対象：中学校１年生男子・２年生男子】 

1.  現状について 

新型コロナウイルス感染症の影響により、今年度も制限のある中での体育の授業となったが、

「楽しくしんどく」をモットーに運動量を確保し、体力向上につながる授業の展開に努めてきた。

私は４月から異動してきたが、本校は昨年度まで佐川教諭がリズムジャンプを全学年に浸透させて

いたので、体育の授業では当たり前のようにリズムジャンプに取り組むという形が既に４月の時点

で生徒に定着していた。 

 

2.  実践の概要 

リズムジャンプについては、４月当初から体育の授業のウォーミングアップでほぼ毎回実施し

た（ただし水泳の授業を除く）。 

授業内では、ラジオ体操→筋力トレーニング→リズムジャンプ（１～２分間程度）の流れを、

どの授業でも最初にウォーミングアップとして実施した。 

体育大会では全校生徒が、準備運動として実施した。 

また、小中連携の一環として、生徒が小学校に出向き、習得した技能を小学生に指導すること

で、さらに理解力を深め、効果を高めた。 

 

(1) 対象者 全校生徒 

(2) 実施時間・頻度  体育授業開始時（２分）・毎授業 

(3) 実施期間 ４月から３月 

(4) 実施内容 主にウォーミングアップ 

(5) 授業の中で取り入れた事例等 

①～⑧までそれぞれ４カウント×３で行う。 

種目プログラム 

使用曲「３D（128BPM）」 

① ステップ：グー → パー   上半身：頭 → 肩 → クロス → 肩 

② ステップ：グー → パー   上半身：頭 → 肩 → 後 → 前 

③ ステップ：グー → パー   上半身：頭 → 肩 → 前拍手３回 

④ ステップ：グー → パー   上半身：頭 → 肩 → 肩クロス肩  

⑤ ステップ：クロス → パー 上半身：頭 → 肩 → クロス → 肩 

⑥ ステップ：クロス → パー 上半身：頭 → 肩 → 後 → 前 

⑦ ステップ：クロス → パー 上半身：頭 → 肩 → 前拍手３回 

⑧ ステップ：クロス → パー 上半身：頭 → 肩 → 肩クロス肩 
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3.  変容を見る種目の測定結果 

「令和４年５月測定」と「令和５年２月測定」に測定した、「５０ｍ走」「反復横跳び」「立 

ち幅跳び」の記録を比較したところ、以下の通りになった。 

 

＜５０ｍ走＞ ２年男子 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜反復横跳び＞ ２年男子 

 

 

 

 

 

 

 

＜立ち幅跳び＞ ２年男子 

 

 

 

 

 

 

 

4.  怪我の予防への効果 

本校では全校生徒が昨年度以前からリズムジャンプに取り組んでいるため、比較することがで

きないので検証していない。 

 

 

全国平均 ５月平均 ２月平均

50m走 8.06秒 7.96秒 7.94秒

全国平均 ５月平均 ２月平均

反復横跳び 51.02回 49.35回 53.19回

全国平均 ５月平均 ２月平均

立ち幅跳び 196.82cm 208.83cm 209.91cm
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5.  考察  

【生徒アンケートより】対象者：１年男子１１８名、２年男子１１０名 

（２月１４日、２月１５日実施） 

 

１年男子                       ２年男子 

 １、運動することは好きですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 ２、リズムジャンプは楽しいですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 ３、リズムジャンプの動きを体育の授業の中で活かせたことがありますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４、これからも授業の中で、リズムジャンプやリズムをとりいれた授業をしたいですか？ 
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①．運動することは好きですか？（１年男子＋２年男子） 

好き             ６７人   どちらかといえば好きではない １６人 

どちらかといえば好き     ３０人   好きではない          ５人 

 

 

②．リズムジャンプは楽しいですか？（１年男子＋２年男子） 

楽しい            ４２人   どちらかといえば楽しくない  １７人 

どちらかといえば楽しい    ５８人   楽しくない           １人 

 

③．リズムジャンプの動きを体育の授業の中で活かせたことがありますか？ 

（１年男子＋２年男子） 

ある  １１人    ない １０７人 

 

④．体育の授業の中で活かせたことが「ある」という人はどのような種目・動きの中で活かしま

したか？（１年男子＋２年男子） 

   〔生徒のコメントから抜粋〕 

   ・ジャンプ力  ・持久走  ・バスケットボール  ・立ち幅跳び、走り幅跳び 

・足が速くなった気がした  ・立ち幅跳びで記録が伸びた。 

・リズムが良くなり運動神経が良くなった  ・持久走で地面を押すことに繋がった 

・持久走を走る前のアップで活かせた。 

 

⑤．これからも授業の中で、リズムジャンプやリズムをとりいれた授業をしたいですか？（１年

男子＋２年男子） 

したい           ２６人   どちらかといえばしたくない １７人 

どちらかといえばしたい   ７２人   したくない          ３人 

 

⑥．リズムジャンプをしてみてどのようなことを思ったり考えたりしましたか。また、リズムジ

ャンプをするとどんな気持ちになりますか？ 

   〔生徒のコメントから抜粋〕 

・テンションが上がる   ・体が温まる   ・スッキリする   ・簡単で楽しい 

・リズム感が鍛えられたと思う  ・体育が楽しくなる  ・ゲームしているみたいな気持ち 

・リズム感がついてサッカーなどのスポーツに活かせると考えたりします。 

・最初に体を動かせるので温まる   ・良い準備運動だなと思う 

・最初はリズムが難しくて嫌いだったけど、今はリズム通りできて楽しいです 

・ジャンプをするのって楽しいよねという気持ちになります。 

・リズムジャンプをしたあと、動きやすくなる気がする。   ・リラックス 

・しっかりリズムを取ろうと思いながらしています。   ・愉快な気持ちになる 

・間違えずに頑張ろうという気持ち   ・ダイエットしてるみたいな気持ちになる 

・音楽流れてくると自分うきうきしてきました   ・ジャンプのリズムを合わせるのが難しい 

・タイミングを鍛えるものだと思った。   ・リズムを鍛えるのは楽しいです 
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・ジャンプをしながら手の動作をするのは楽しい  ・冬には体を温めることには最適だと思う 

・リズムジャンプをしてみて楽しいしいい運動になるからいいなと思いました 

・順番を覚えることに記憶力の向上にもいい   ・ジャンプしているときが楽しい 

・ジャンプしている時なんかワクワクしたり楽しくなったりする。 

・ジャンプをしながら手でなにかするというのは難しいですがすごく楽しい気持ち 

・ふくらはぎでジャンプすることでふくらはぎの筋肉が鍛えられる。 

・リズムジャンプをすると、もっと体を動かしたいような気持ちになる。 

・体を動かせるし、リズム感もつくので、すごく便利な運動だと思います 

・手の動きがスムーズに動き体育で活かせるくらいまでやっていきたい   ・目が覚める。 

・はじめは恥ずかしかったけどだんだん楽しくなってきた   ・はねる気持ち 

・間違えたとき恥ずかしいけど、間違えずにできたら楽しい  ・リズムに乗るのが楽しい。 

・少し汗をかくので、ウォーミングアップができ、さっぱりした気持ちになる。 

・疲れたりする気分が上がることがある   ・足がパンパンになる 

・色んな種類があるので頭が活性化されている気持ち   ・気分が上がる 

・部活でジャンプをするときに使えるのではないかと思った   ・弾むような感じがしました。 

・できなかったことができるようになった時に嬉しくなれる気持ち   ・頭を結構使う 

・リズムジャンプをしていて、しっかりリズムを掴むことが、狙いなのかなと思いました。 

・下半身と上半身で違う動きをするという不思議な感覚を味わい、楽しかった。 

・する前とした後で足への負担がなくなった   ・動きが良くなった 

・ジャンプの練習になっていいし足が動きやすくなる   ・しんどくて楽しい 

・リズムジャンプをすると体育の授業でよく動けるようになった気がします。 

・自分が思ったとおりに体を動かせられるようになった   ・体が軽くなったような気持ち 

・リズムに乗るのがうまくなったと思う気がしました。   ・体育が楽しくなる 

・間違えるかもしれないから気をつけている  ・適度に汗をかいて涼しくて爽快という気持ち 

・いい気持ちになれます   ・体がよく動いているかわかる   ・テンションがあがる 

・リズム感が上がってる気がしました   ・体を効率よく動かせていいと思いました 

・リズムジャンプはしんどいけどジャンプするので楽しい気持ちになります 

・最初は難しいと思っていたけど、出来るようになったら楽しくなった   ・習慣です 

・頭を使いながら運動できるのでいい運動だと思います  ・友達と楽しみながら運動ができる 

・体全体を動かして楽しい気持ちになる   ・リズムジャンプをすると清々しい気持ちになる 

・楽しく爽やかな気持ち   ・体を動かしたくなる   ・ぴょんぴょんして楽しい 

・運動をする気持ちになる   ・楽しい準備運動だなと思います   ・無心でしている 

・やりきった気持ちになる  ・次の行動を頭で考えられるようになった。 

・足と手を別の動きするから難しさもあり楽しさもあっていい 

・準備運動で一番たのしくできたこと。   ・今日も体育頑張ろうという気持ちになる。 

・やる前は面倒くさいと感じるけどやってみると意外と楽しいと感じることがある 

・私はリズムに乗ってどんどん楽しくなっていく感じがいい気持ちだと思いました。 

・リズムジャンプは少し頭も使うしいまから体育がはじまるという気持ちが入るのでいいなと思

います 

測定結果を受けて考察した。 



76 

50ｍ走は、0.02秒速くなった。反復横跳びは、2.84回多くなった。立ち幅跳びは、1.08cm伸

びた。 

５月の時点では全国平均を下回っていた立ち幅跳びは、２月に測定してみると全国平均より上

回っていた。効果検証種目の３種目は全て全国平均を上回ることができた。 

リズムジャンプを年間通して行うことで、体力、敏しょう性を高めることはできるといえるが、

発育急進期の真っ只中であり、クラブ活動でのトレーニングもしている中で、リズムジャンプが

直接「新体力テスト」の記録向上と関係しているかどうかは断定できない。 

生徒アンケートより、昨年度に引き続き、過半数の生徒が前向きに取り組めている、 

「前向きに」「自主的に」、毎時間一生懸命取り組んでいる成果が体力向上にも繋がっているとも

考えられる。 

 

6.  今後の課題 

生徒の体力向上に確実につながっている。来年度も継続してリズムジャンプを取り入れた授業

を展開していきたい。 

また、園田小学校でもリズムジャンプをウォーミングアップで実施しており、今年度も小中連

携の一環として共に学んできたため、来年度入学してくる新１年生の授業でも４月から実施して

いきたい。 

体力の向上に加え、競技力の向上も伸ばしていけるよう、来年度は主運動にも積極的にリズム

ジャンプを取り入れていこうと考えている。 

 

7. 取組の様子・写真 
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６ 研究のまとめ 

⑴ 昨年度の課題について 

①主運動につながるプログラム開発 

主運動につながるプログラム開発については、今年度においても３つ実践を行うことができた。 

１つ目は、部員の先生方による主運動につながるリズム指導の考案である。幼稚園においては

４歳児、５歳児それぞれの実態に応じたリズムジャンプの年間計画の考案。小学校・中学校にお

いては、部員の先生方を、マット運動・跳び箱運動のグループとキャッチバレーボールのグルー

プにわけてプログラム開発を実施した。【報告書後付に掲載】 

２つ目は、津田代表理事による模範授業の実施である。小学校では、バスケットボール・表現

運動、幼稚園ではリズムジャンプの指導を直接実施していただくことができた。そのことにより、

津田代表理事からの実際の指導を見て、イメージを掴むことができた。 

３つ目は、子ども達のアンケートである。昨年度から引き続き、リズムジャンプが主運動につ

ながることを自覚している児童がいる。そこから、リズムジャンプ自体が主運動につながってい

ることが考えられる。いずれの実践も、昨年度の取組を発展させることができた。 

 

②学校の組織的取組及び他校園種との繋げ方の事例収集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度、各学校園から校園内でのリズムジャンプの取組の広め方及び他校園種との繋げ方に 

  ついて、 

〇職員研修を実施し実施方法や効果について職員で共有する。 

○子ども達が取り組んでいる様子を実際に参観してもらう。 

〇体育大会等のような学校全体の行事の中に取り入れる。 

〇兄弟学級で交流したり、幼小中で連携をしたりしていく。 

等、具体的な方法を集めることができた。研修を通して体験してもらうことやリズムジャンプを

実施することで得られる効果等を共有することが校園内での広がりを生むためには大切である

幼稚園 

・年中と年長児で見合いっこをする。 

・小学校の児童のリズムジャンプを見せてもらい、一緒

にする機会をもてると意欲の向上につながると考え

る。 

・リズムジャンプの取組の効果について（一つ一つの動

きの意味や目的、曲に合わせて体を動かすことやライ

ンを使用することでどんな効果があるのかも含めて）、

園内で共通理解した上で取組を進めていくことが必要

である。 

 

 

小学校 

・用具のいらないその場ジャンプのメニュー開発（低学年、

中学年、高学年用） 

・職員研修、公開授業 

・兄弟学級交流  ・幼小中連携 

・校内にリズムジャンプ広場の設置をする。 

・休み時間にゴムだけおいて音楽を流す。 

・中学校の授業を見に行く、中学校の先生が小学校に体育の

授業を見に来ることで情報交換を行う。 

 

 
 中学校 

・夏休み中に小学校の先生と交流を図る。いくつかバリエーションを紹介する。（２学期にリズムジャンプ導入を目指す） 

・２学期に授業見学等でお互いの授業を見る。 

・体育大会など、学校全体で取り組む行事に取り入れて行うことで、すべてのクラスが行うことになる。 

・ラインを使用して行うより、その場で行う方が、一番取り組みやすいと感じる。また、音楽だけでなく、手拍子も行う。 

・私自身も、やる前と、やったあとでは、全くリズムジャンプに対する考え方が変わった。とりあえず行えるプログラム

をつくってもよいいと思う 
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ことがわかる。また、子ども達同士の交流も一つの効果的な方法として報告が挙げられている。

兄弟学級での交流や、小中連携によって学校内や学校間で交流の幅が大きく広がることに繋がっ

ていることがわかる。 

  

③苦手児童への対応方法及びマンネリ化の解消方法収集 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

苦手児童への対応方法及びマンネリ化の解消方法についても、各学校園から事例を集めること

ができた。 

〇友達と関わることや小グループになって教え合うこと  

〇随時タイミングをみて新しい跳び方を提示すること   

〇その場で一度跳んでから実施すること  〇情報機器を活用し自分を客観視すること 

等、教師が励ましの声掛けをしたり、丁寧に指導したりすること、できたときにしっかりと褒め

認めること、意味を理解させることが大事であることが分かる。また、スモールステップで子ど 

も達に取り組ませること、さらには友達と関わったり、グループで実施したりすること等、横の

つながりを深めることも苦手児童には有効である。情報機器を使って自分の跳んでいる姿を客観

視することも対応方法として挙げられている。 

 

 

 

実際にリズムジャンプに取り組んだ子ども達の否定的意見には、見られることを気にしていたり、

効果を理解できていなかったりする意見が多い。それに対して、肯定的意見には友達といっしょ

幼稚園 

・幼児が楽しめる音楽を何種類か用意する。 

・コースをいくつか作り、自分がチャレンジするリズムジャンプの種類を自分で選べるようにする。 

・バーを使って跳ぶだけでなく、その場で手拍子や体を使ってリズム遊びをする。 

・前に進まず、その場で色 な々ジャンプをすることで足の踏み込み方を知る。 

・リズムと動きが合いにくい幼児には、リズムを感じられるように、両手をつないで一緒にジャンプする、近くで手拍子

をする。 

・動きが分かって取り組めるように、その場で足の動きをやってみるところから始める、ゆっくりのテンポでやってみる。 

・何が良かったのか、前と比べてどのような変化が見られたのか、子ども自身が感じて次の意欲につながるように具体的

な声掛けをする。 

 

 小学校 

・ペアでできているかのチェックをする 

・小グループでの教え合い 

・適度に難易度の更新をする 

・一緒にやってみたり、一緒にできる友達を増やす。 

・取り出して指導するのではなく、少しの変化をみつ

け、よいところをほめる。  

・目の前で一緒に跳んであげる 

・新しい動きを増やしたり、減らしたりする。 

・リズムジャンプチャレンジ２０を教室に掲示して児

童に見通しをもたせる。 

 

 

中学校 

・新たな動きを取り入れていく。 ・曲やステップの更

新をする。 ・複数のラインを設置しステップのバリエ

ーションを増やす。 

・生徒にステップを作成してもらい、週ごとに皆で取り

組む。 

・マンネリ化を解消する必要はないと思う。津田先生も

ラジオ体操的になってもいいといわれていた。それでも

解消するのであれば、足と、手の組み合わせを変えたり、

リズムを変えるだけで大きく変わる。苦手生徒へは、タ

ブレットで自分を写すなど、個別で対応することが良い。 

〈否定的意見〉 

・意味があるのかな 

・みんなの前でするのが恥ずかしい 

 

〈肯定的意見〉 

・友達とできて楽しい 

・みんなでうまくなれる 
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にできることに喜びを感じていたり、主運動へのつながりを感じることができたりする児童が多

い。この傾向は昨年度も見られた傾向である。昨年度と同傾向があることから、教師のマネジメ

ントによって、苦手児童をフォローする雰囲気や環境を創り出すことが重要であることがわかる。 

⑵ 効果検証について 

①年度当初と２月実施体力テスト結果 

〈実施種目〉 

幼稚園・・・立ち幅跳び 

小・中学校・・・５０ｍ走、反復横跳び、立ち幅跳び 

〈結果〉 

幼稚園に関しては２園とも４歳児は記録が向上し、５歳児は１園が同記録、１園が低下した。 

小・中学校に関しては 

５０ｍ走            反復横跳び         立ち幅跳び 

向上…８校           向上…７校         向上…８校 

低下…なし           低下…１校         低下…なし 

どの項目においても向上傾向にあるが、身体的成長による向上なのか今後も検証が必要である。

「反復横跳び」や「立幅跳び」に関しては有意に向上している様子がみられた学校もあった。リズ

ムジャンプがラインを跳び越える動きのため、有意に作用したと考えられる。 

 

②幼児・児童・生徒へのアンケート 

肯定的回答＝A群   否定的回答＝B群 

〈幼稚園〉       〈幼稚園〉      〈小学校〉     〈中学校〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈小学校〉       〈中学校〉      〈小学校〉      〈中学校〉 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートの結果から、「リズムジャンプの楽しさ」「これからもリズムジャンプをしたいかとい

う意欲面において、肯定的回答が多い傾向が昨年度から引き続いて見られた。 

〈自由記述〉 

A群…96% 

B群… 4% 
A群…93% 

B群… 7% 
A群…93% 

B群… 7% 

A群…84% 

B群…16% 
A群…27% 
B群…73% 

A群…54 % 

B群…46% 

A群…80% 

B群…20% 

A群…77% 

B群…23% 
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○幼稚園 

リズムジャンプが楽しい理由は？ 

・練習したらどんどんうまくなって嬉しい。  ・最初できなかったジャンプができて嬉しい。 

リズムジャンプをするとどんな気持ちになりますか？ 

・心が鮮やかになる。 ・みんなに拍手してもらえてジャンプがうまくなって嬉しい。 

・みんなに見られて恥ずかしいけど、ジャンプがうまいから楽しくなる。   

・みんなに見てもらえて嬉しい。  ・疲れる。 

 

○小学校 

体育の授業の中のどの運動で使ったか？ 

・キャッチバレーボールのアタックのとき   ・ベースボールのなげるときのステップ 

・小型ハードルの跳ぶ時  ・大縄跳び 

リズムジャンプの時にどんなことを思ったり考えたりしましたか？ 

・めちゃくちゃたのしいな。授業でいっぱい教えてもらいたいな。 

・心と体が暖かくなりとても楽しく嬉しくなります。 

・リズムジャンプをしたあとには運動って楽しいんだなと思いました。 

 

○中学校 

体育の授業の中のどの運動で使ったか？ 

・柔道では前回り受身がリズムがわかりやすかった。 ・バスケやバレーでリズムがあることで

タイミングがみんなと同じになり、みんなでうまくなれるからチームワークも良くなる。 

・ハードル走で跳び越えるタイミングを掴むのに活かせた。 

リズムジャンプの時にどんなことを思ったり考えたりしましたか？ 

・できなかったジャンプができるようになると嬉しいし、長距離の前などにすると動きやすくな

ったり怪我をしにくくなって良いなと感じました。 

・清々しい気持ちになる。また、怪我をしにくくなったので、これからも続けたい。 

・友達と動きを確認しながらできて楽しかった。 

・ジャンプは有酸素運動なので、リズムジャンプを行うと体が少し軽くなった状態で実技の授業

を受けられるのでいいと思った。 

・リズム感覚が鍛えられていいなと思いました。難しいやつとかもあって楽しかったです。リズ

ムジャンプをするときは、純粋な気持ちになったような気がします。 

・リズムジャンプをやった日は体がよく動く。 

・運動音痴でうまくできないからみんなの前でするのは少し恥ずかしいけど、この動きやったや

つ！とつながると楽しいし面白いです。 

・しんどい。 ・面白くない。 ・意味あるのかなと思いました。 ・リズムに乗せてする動き

が恥ずかしく適当になってしまっていてあまり効果を感じられない。 

幼児・児童・生徒の自由記述から、子ども達がリズムジャンプを肯定的に捉えていることが分か

る。この傾向は昨年度も顕著に表れている傾向である。小学校、中学校においては主運動へのつ

ながりを感じている児童・生徒もいる。また、友達との交流があることによって、子どもたちが

有用感を持ち、学習が広がり深まっていることがわかる。ただ、昨年度と同様に、リズムジャン
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プがどの主運動につながるのか理解をできていなかったり、他の人に見られることで恥ずかしさ

を感じている子ども達もいるので、教師が何とつながるのかを意識させ見付けさせたり、友達と

ともに取り組ませることが重要であることがわかる。 

 

③保健室利用の状況把握から 

〈幼稚園〉 

２学期ごろから減少傾向がみられる園が１園、増加が１園であった。 

〈小学校〉 

減少傾向がみられる学校は０校、増加は３校であった。 

〈中学校〉 

減少傾向がみられる学校は２校、増加が１校であった。 

 

保健室利用の状況把握に関しては、学校園生活全体での怪我を対象にしているため、効果検証

が難しい部分がある〈休み時間に外で遊ぶ児童が多いクラスは必然的に怪我の件数が多くなって

しまう等〉。 

ただ、子ども達のなかに怪我が少なくなったと感じている生徒もおり、実施している子ども自

身が怪我を回避できていることを自覚している声もあがっている。 

 

７ 終わりに 

 今年度は、昨年度の取組をもとにして研究を進めることができた。部員の先生方も初年度と２年目・

３年目の先生方が部会の中で交流を進める中で交流の幅が広がり、リズムジャンプの取組について

様々な意見交流をしながら部会を深めていくことができた。 

 今年度の成果としては、部員の先生方のご尽力により、主運動につながるリズム指導の方法を昨年

度と異なる種目で新たに考案することができたことである。また、津田代表理事より児童・幼児に直

接指導を実施いただけたことで指導のイメージをより具体的につかむことができた。そして、何より

も子ども達が昨年度から引き続いて、リズムジャンプの有用感を感じながら意欲的に取り組めたこと

だと考える。２年間続けて高い割合で同傾向が見られるため、リズムジャンプは、子ども達が楽しみ

ながら取り組むことができる体育のプログラムの一つとなるということが言えるのではないだろうか。 

 課題としては、効果検証が難しいということである。体力の向上につながるのかという部分に関し

ては、比較検証をきちんと行う必要がある。また、怪我の予防に関しても実施の有無による比較を行

う必要がある。ただ、昨年度からの実績をみると、一部の学校では確実に体力の向上が見られたり、

怪我の減少につながったりしているという結果も出てきている。 

 ３年間の研究を踏まえたうえで、今後もリズムジャンプトレーニングの有効性を検証しながら、拡

充方法と指導教員のスキル向上を図っていく方法についても追求していく必要がある。 
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後付 
 

リズムジャンプ指導年間計画 

 

マット運動・跳び箱運動走につながるリズムジャンプ・リズム指導の考案 
 

キャッチバレーボールにつながるリズムジャンプ・リズム指導の考案 
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幼児に適したリズムジャンプ指導の考案   尼崎版             

 

 

◎年中（４〜５歳児）で行えるリズムジャンプ 

（年中に適したリズムジャンプ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎年長（５〜６歳児）で行えるリズムジャンプ 

（年長に適したリズムジャンプ） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１学期 パージャンプ 

 

２学期 バックジャンプ、サイドジャンプ、パージャンプ＋手拍子 

 

３学期 ランジ、スクワット、パージャンプ＋手拍子 

 

１学期  

パージャンプ＋手拍子、バックジャンプ、サイドジャンプ＋手拍子 

ランジ、スクワット、パラレル、ケンケン 

 

 

２学期 

パージャンプ（＋頭・肩・頭・肩）、バックジャンプ＋手拍子 

サイドジャンプ＋手拍子、ランジ、スクワット、パラレル、ケンケン 

 

 

３学期 

パージャンプ（＋頭・肩・手拍子・手拍子、バックジャンプ＋手拍子） 

サイドジャンプ＋手拍子、ランジ（手を前後にしっかり動かす） 

すくわっと、パラレル、ケンケン、回転ジャンプ 
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跳び箱・マットにつながるリズムジャンプ・リズム指導の考案  尼崎版            

◎主運動につながるリズムジャンプ 

（すでにあるリズムジャンプが主運動のどの動きにつながるか） 

 

 

 

 

 

 

＊４カウントまたは８カウントでリズムに合わせてマットで回ったり、跳び箱を跳んだり、跳び乗っ

たりして楽しむ。 

◎主運動につながるリズムジャンプ 

（主運動につながる動きで新しいリズムジャンプの跳び方） 

 

 

 

◎主運動につながるリズム指導 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マット 

・ランジ ・スクワット 

・パーパー(手拍子、ひざ、つま先) 

・１〜４ジャンプ 

５〜８バランス、片足で立つ 

マット 

・スキップ 

跳び箱 

・１、２、３パーグー&(足うち、手拍子、ふ

ともも(開いて・閉じて)ジャンプして体育ずわ

り４着地 

・ニータッチ 

マット 

・ゆりかご 

体育座りの状態で後ろに転がり(１、２、３、

４)また体育座りの状態に戻る(５、６、７、

８) 

 

・開脚 

体育座りの状態で後ろに転がり(１、２、３、

４)開脚して足の間に両手をつく(５、６、７、

８) 

＊両手をつくまでで良い 

 

・かえる 

かえるの足打ちをリズムに合わせて行う 

腕支持（１、２）足打ち（３）着地（４） 

腕支持（５、６）足打ち（７）着地（８） 

跳び箱 

・４カウントジョギングしてきてから跳び箱に

とびのる 

・開脚跳び 

1、2、3手をついてロイタージャンプ 

４跳び越し 

1、2助走 ３ロイター&手をつく  

４跳び越し 

・かかえこみ 

１、２、３手をついてロイタージャンプ 

４跳びのり ５ジャンプ降り 

１、２、助走３ロイター&手をつく 

４跳びのり ５ジャンプ降り 

1、2、助走３ロイター&手をつく 

４跳び越し 

・台上前転 

1、2、3手をついてロイタージャンプ 

４おしり上げて前転 

1、2、助走３ロイター 

４おしりを上げて前転 

跳び箱 

・通常のパージャンプで３回目４回目の間に

頭の上で手をたたく。(跳び箱のジャンプして

から着手のところのイメージ) 
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◎主運動につながるリズムジャンプ 

（すでにあるリズムジャンプが主運動のどの動きにつながるか） 

 

 

 

 

◎主運動につながるリズムジャンプ 

(主運動につながる動きで新しいリズムジャンプの跳び方) 

 

 

 

 

 

 

 

◎主運動につながるリズム指導 

（主運動につながる動きで新しいリズムジャンプの跳び方） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

両脚ジャンプ➙パージャンプ・・・ブロック 

片足ジャンプ➙片足ジャンプ➙両足ジャンプ・・・スパイク 

ボールのパス回しをカウントで 

①８カウント➙ふんわりパス 

②４カウント➙味方のパス回し(ミス少ないが遅い) 

③３カウント➙パス回し(ある程度のスピード) 

④２カウント➙速いパス回し(パスミスもおこる) 

アタックの練習 

①(1、2、3、4)でセッターへ 

②(5、6)アタッカーへトス 

③(7、8)アタッカーが打つ 

④直上パス、オーバー、アンダー 

(1、2)(1、2)(1、2)のリズムで手元に返ってくるように 

(１)で上げる(２)は空中(１)で上げる(２)は空中 

⑤壁に向かってボールを両手で当てて、キャッチ(リズムを変えて) 

・(１)出す(２)でキャッチ(1)で出す(２)でキャッチ 

・(１)壁(２)壁(１)壁(２)壁 

⑥二人組でリズムに合わせて、オーバーハンドパス、アンダーハンドバスの練習(１、２、３、と

声を出しながら)リズムに合わせてボール軌道を考える 

 

両足ジャンプ 

①右(タン)②左(タン)③ジャンプ(両足)④着地 

助走含めた両足ジャンプ 

①右(タン)②左(タン)③右左(タタン)ジャンプ④着地 

再度ステップ➙両足ジャンプ 
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